
一
九
世
紀
中
葉
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
拡
大
に
お
け
る

海
港
都
市
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
役
割

40　（40）

杉

本

宗

子

【
要
約
】
　
本
稿
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
に
焦
点
を
当
て
、
～
九
世
紀
中
葉
の
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
を
、
国
策
だ
け
で
な
く
商
人
・
海
軍
・
政
府
の
三
者
関

係
を
通
し
た
動
き
と
捉
え
る
こ
と
で
、
商
人
が
植
民
地
拡
大
に
果
た
し
た
役
割
を
検
証
す
る
。
一
八
三
〇
年
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
植
民
地
化
は
、
マ
ル
セ
イ

ユ
商
入
を
大
西
洋
貿
易
に
参
加
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
石
鹸
の
油
脂
材
を
求
め
て
西
ア
フ
リ
カ
の
ギ
ニ
ア
湾
に
進
出
し
、
市
場
を
積
極
的
に

開
拓
し
た
が
、
第
二
帝
政
期
に
お
け
る
海
洋
覇
権
戦
略
に
基
づ
く
植
民
地
政
策
の
変
更
や
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
弱
腰
外
交
な
ど
、
政
府
の
ギ
ニ
ア
湾
へ
の

対
応
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
貿
易
存
続
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
府
の
姿
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
ギ
ニ
ア

湾
で
貿
易
活
動
を
継
続
で
き
た
の
は
、
現
地
の
貿
易
保
護
を
担
っ
て
い
た
海
軍
と
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
商
人
と
海
軍
の
政

府
へ
の
働
き
か
け
こ
そ
が
、
そ
の
後
の
植
民
地
拡
大
の
重
要
拠
点
と
な
る
ギ
ニ
ア
湾
の
保
有
に
成
功
し
た
｝
つ
の
要
因
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
　
一
〇
〇
巻
一
号
　
二
〇
一
七
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
の
目
的
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
一
九
世
紀
に
植
民
地
を
拡
大
し
て
い
く
過
程
で
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か

を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一
八
三
〇
年
に
起
こ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
北
ア
フ
リ
カ
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
征
服
は
、
地
中
海
の
勢
力
図
を
一
変

さ
せ
、
英
仏
間
の
力
関
係
に
変
化
を
も
た
ら
す
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
地
中
海
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
高
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
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領
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
存
在
価
値
が
相
対
的
に
弱
ま
っ
た
こ
と
で
、
結
果
的
に
、
地
中
海
か
ら
大
西
洋
に
か
け
た
フ
ラ
ン
ス
航
路
の
安
全
が
以
前

よ
り
も
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
恩
恵
を
最
も
受
け
た
の
が
地
中
海
に
面
し
て
い
る
マ
ル
セ
イ
ユ
港
の
商
人
達
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
大
西
洋
貿
易
に
参
加
し
、
貿
易
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
。
中
で
も
、
一
九
世
紀
初
め
か
ら
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
の
石

鹸
産
業
は
、
原
料
と
な
る
落
花
生
や
パ
ー
ム
油
な
ど
油
性
植
物
を
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く
発
展
し
た
。
マ
ル
セ
イ

ユ
港
の
全
貿
易
量
に
占
め
る
西
ア
フ
リ
カ
の
割
合
は
常
に
一
〇
％
に
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
八
四
八
年
に
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
が
落
花

生
輸
入
で
世
界
第
一
位
の
港
と
な
っ
た
こ
と
は
石
鹸
産
業
の
再
生
を
証
明
し
て
い
る
。

　
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
海
の
支
配
の
重
要
性
に
い
ち
早
く
気
づ
い
て
い
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。
海
洋
国
家
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
八
世
紀
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
対
す
る
防
衛
を
、
特
に
海
洋
の
側
面
か
ら
強
化
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
た
。
こ
の
目
論
見
は
、
イ
ギ
リ

ス
が
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
南
端
で
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
最
も
近
い
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
と
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
東
に
位
置
す
る
ミ
ノ
ル
カ
島
を
、
フ
ラ
ン

ス
と
ス
ペ
イ
ン
の
両
ブ
ル
ボ
ン
宮
を
抑
え
る
た
め
に
支
配
し
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
に
対
す
る
防
衛
と
、

貿
易
を
促
進
す
る
た
め
の
航
路
構
築
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
満
た
す
拠
点
を
確
保
し
、
海
洋
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
と
い
う
戦
略
に
舵
を
切

っ
て
い
っ
た
。

　
一
方
、
陸
軍
国
家
フ
ラ
ン
ス
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
抗
す
べ
く
海
洋
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
闘
的
で
採
用
し
た
最
初
の
海
洋
戦
略
こ
そ
が
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ル
ジ
ェ
リ
ア
の
植
民
地
化
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
植
民
地
化
は
、
～
九
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
拡
大
に
つ
な
が
る
端
緒
で

あ
り
、
拠
点
支
配
か
ら
領
土
拡
大
政
策
へ
の
方
向
転
換
と
い
う
設
営
も
含
め
、
最
も
重
要
な
海
洋
戦
略
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
植
民
地
化
の
成
功
に
刺
激
を
受
け
た
海
軍
大
臣
ロ
マ
ン
・
デ
フ
ォ
ッ
セ
（
幻
O
欝
P
田
圃
】
P
点
∪
Φ
ω
h
O
ω
ω
⑩
ω
）
は
、
一
八
五
〇
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
④

に
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
商
業
と
商
館
に
関
す
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
植
民
地
商
館
の
後
背
地
支
配
を
提
案
し
た
か
ら
で
あ
る
。
東
方
危
機

以
降
、
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ギ
リ
ス
と
同
盟
を
組
ん
で
極
東
に
ま
で
進
出
し
、
第
二
帝
政
期
に
お
け
る
海
軍
の
発
展
と
い
う
好
機
を
利
用
し
て
、
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

く
の
植
民
地
・
植
民
地
拠
点
を
確
保
し
て
い
っ
た
。
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一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
土
拡
大
の
変
遷
を
辿
っ
て
み
よ
う
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
敗
北
後
の
ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
も
と

で
、
一
七
九
二
年
以
前
に
保
有
し
て
い
た
植
民
地
領
土
を
取
り
戻
し
た
が
、
そ
の
規
模
は
、
僅
か
七
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一

八
三
〇
年
フ
ラ
ン
ス
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
首
都
ア
ル
ジ
ェ
に
侵
攻
し
た
の
を
契
機
に
海
外
領
土
は
拡
大
し
、
第
二
帝
政
初
期
に
は
三
〇
万
平
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

キ
ロ
、
第
二
帝
政
末
期
に
は
一
〇
〇
万
平
方
キ
ロ
、
そ
し
て
一
九
〇
五
年
に
は
一
〇
三
〇
万
平
方
キ
ロ
に
ま
で
達
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
本
国
の
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

二
〇
倍
に
匹
敵
す
る
領
土
を
確
保
す
る
に
至
る
。

　
こ
の
よ
う
に
植
民
地
が
拡
大
し
た
理
由
を
分
析
し
た
既
存
研
究
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
側
面
i
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
・
思
想
的

一
に
言
及
し
て
い
た
。
最
初
に
、
植
民
地
拡
大
を
政
治
的
側
面
か
ら
分
析
し
た
の
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
プ
リ
ュ
シ
ョ
ン
、
ア
ン
リ
・
ブ
ル
ン
シ

ユ
ウ
イ
ヒ
、
ジ
ョ
ー
ン
・
D
・
ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ズ
ら
で
あ
る
。
プ
リ
ユ
シ
ョ
ン
は
、
大
国
フ
ラ
ン
ス
が
、
｝
八
一
五
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
敗

退
と
一
八
七
〇
年
の
普
仏
戦
争
敗
北
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る
領
土
拡
大
と
い
う
野
望
を
失
い
、
そ
の
代
替
と
し
て
海
外
進
出

を
目
指
し
た
こ
と
が
植
鑑
拡
大
の
茜
で
あ
る
と
分
析
し
て
撫
・
岡
じ
く
ブ
ル
ン
シ
ュ
ウ
ィ
ヒ
は
・
世
界
の
中
で
大
国
と
し
て
の
地
位
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

威
信
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
願
望
が
、
植
民
地
拡
大
の
原
動
力
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
第
二
帝
政
期
（
一
八
五
二
年
～
｝
八
七
〇
年
）
に

特
に
焦
点
を
当
て
た
↑
グ
ー
ブ
ズ
は
・
植
民
地
拡
大
と
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
政
体
を
正
当
化
す
る
も
の
と
結
論
づ
け
や
彼
ら
の
研
究

は
い
ず
れ
も
、
植
民
地
拡
大
を
国
家
の
威
信
と
結
び
つ
け
、
大
国
を
示
す
象
徴
が
陸
の
支
配
（
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
）
か
ら
海
の
支
配
（
シ
ー
パ
ワ
i
）

に
移
行
し
た
結
果
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　
次
に
植
民
地
拡
大
の
経
済
的
側
面
に
注
目
し
た
の
は
、
植
民
地
経
済
史
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ル
セ
イ
ユ
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
六
〇
年
以
降
に

始
ま
る
脱
植
民
地
化
ま
で
の
一
〇
〇
年
間
に
、
フ
ラ
ン
ス
が
植
民
地
か
ら
ど
の
程
度
の
経
済
利
益
を
享
受
で
き
た
か
を
分
析
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

は
、
国
家
主
導
で
覇
権
を
目
的
と
し
た
植
民
地
拡
大
を
行
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
で
関
わ
る
商
人
の
利
益
を
軽
視
し
た
た
め
、
経
済
的
利
益
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

享
受
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
植
民
地
は
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
重
荷
で
さ
え
あ
っ
た
と
の
文
言
が
こ
の
状
況
を
端
的
に
表
現
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
も
ま
た
、
政
治
的
分
析
の
結
論
と
同
様
に
、
フ
ラ
ン
ス
が
大
国
で
あ
る
こ
と
を
示
威
す
る
た
め
に
植
民
地
を
拡
大
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し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
経
済
的
側
面
か
ら
結
論
づ
け
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
植
民
地
拡
大
を
第
三
の
側
面
　
　
文
化
史
・
思
想
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
⑬

1
か
ら
見
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
第
三
共
和
政
に
焦
点
を
当
て
た
杉
本
淑
彦
と
平
野
千
馬
子
の
研
究
が
あ
る
。
植
民
地
と
フ
ラ
ン
ス
本
国
双

方
か
ら
植
民
地
支
配
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
を
文
明
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
解
き
明
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
先
行
研
究
は
植
民
地
拡
大
の
意
図
を
国
家
の
政
策
と
い
う
観
点
か
ら
マ
ク
ロ
に
捉
え
て
い
る
。
一
方
、
植
民
地
拡
大
を
ミ
ク
ロ
に
捉

え
た
研
究
が
あ
る
。
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
化
に
貢
献
し
た
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
姿
を
描
い
た
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
ソ
ン
の
研

⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

究
と
、
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
貿
易
活
動
を
分
析
し
た
グ
ザ
ヴ
ィ
エ
・
ド
！
マ
ラ
ン
の
研
究
で
あ
る
。
彼
ら
の
研
究
は
、

商
人
と
政
府
の
二
者
関
係
か
ら
植
民
地
拡
大
の
要
因
を
議
論
し
て
い
る
。
し
か
し
植
民
地
の
最
導
線
で
航
路
構
築
の
任
に
就
き
、
実
際
に
商
人

の
貿
易
を
保
護
し
て
い
た
の
は
海
軍
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
海
軍
を
第
三
の
主
体
と
し
、
商
人
・
政
府
・
海
軍
の
三
者
関
係
か
ら
、
マ

ル
セ
イ
ユ
商
人
が
植
民
地
拡
大
に
果
た
し
た
役
割
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
試
み
る
。

　
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
港
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
製
油
産
業
の
主
導
的
立
場
に
あ
り
、
マ

ル
セ
イ
ユ
商
人
を
代
表
す
る
レ
ジ
（
≦
9
0
N
刃
鼠
凶
ω
）
が
ど
の
よ
う
に
西
ア
フ
リ
カ
に
進
出
し
、
石
鹸
の
材
料
で
あ
る
油
性
植
物
の
貿
易
を
行
っ

て
い
っ
た
の
か
を
示
す
。
第
二
章
で
は
、
ド
ー
マ
ラ
ン
の
研
究
を
参
考
に
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
西
ア
フ
リ
カ
で
行
っ
た
貿
易
の
実
態
を
確
認
す

る
。
第
三
章
で
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
総
括
す
る
。

①
じ
u
．
ω
ぎ
ヨ
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■
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ω
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メ
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1
一
G
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b
。
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②
フ
ラ
ン
ス
の
海
洋
戦
略
に
関
し
て
は
、
杉
本
宗
子
「
フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
に
お

　
け
る
海
軍
と
植
民
地
一
西
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
一
」
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研

　
究
科
海
港
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
『
海
港
都
市
研
究
㎏
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一

　
〇
七
頁
1
ご
＝
頁
を
参
照
。

③
客
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①
ω
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○
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．

④
　
一
八
工
～
年
か
ら
始
ま
る
ギ
リ
シ
ャ
に
よ
る
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
か
ら
の
独
立

　
戦
争
。

⑤
植
民
地
と
海
軍
に
関
し
て
は
、
杉
本
宗
子
「
フ
ラ
ン
ス
第
二
帝
政
期
に
お
け
る

　
海
軍
砲
兵
隊
の
発
展
と
そ
の
意
義
偏
『
酋
洋
史
学
騙
第
二
五
六
号
、
二
〇
一
四
年
、

　
四
二
頁
…
五
五
頁
。

⑥
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．
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〇
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第
【
章
　
マ
ル
セ
イ
ユ
港
の
発
展
と
石
鹸
産
業

　
フ
ラ
ン
ス
が
一
八
三
〇
年
に
ア
ル
ジ
ェ
を
侵
攻
し
て
以
降
、
地
中
海
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
マ
ル
セ
イ

ユ
は
、
大
西
洋
貿
易
の
流
れ
に
参
加
し
、
経
済
的
発
展
を
加
速
さ
せ
た
。
ロ
ー
ヌ
川
支
流
の
デ
ュ
ラ
ン
ス
（
O
霞
磐
8
）
運
河
事
業
の
開
始
（
一

八
三
九
年
）
、
マ
ル
セ
イ
ユ
ー
ロ
ー
ヌ
問
の
鉄
道
敷
設
の
許
可
（
…
八
四
一
年
）
、
旧
港
の
ド
ッ
ク
の
建
設
（
　
八
四
四
年
）
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整

備
も
、
大
西
洋
貿
易
の
促
進
を
支
え
る
べ
く
開
始
さ
れ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
一
握
り
の
経
済
エ
リ
ー
ト
が
い
ち
早
く
工
業
革
命
に
乗
り
出
し
、

マ
ル
セ
イ
ユ
に
お
け
る
機
械
工
業
の
基
礎
を
創
っ
た
こ
と
も
、
そ
れ
以
後
の
マ
ル
セ
イ
ユ
港
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
大

西
洋
へ
の
新
た
な
貿
易
ル
ー
ト
の
開
始
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
お
よ
び
機
械
工
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
人
口
、
船
の
移
動
、
貿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

易
量
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
港
は
一
八
四
五
年
に
は
世
界
第
五
位
の
貿
易
量
を
誇
る
港
へ
と
成
長
し
た
。

　
し
か
し
、
一
方
で
、
港
の
先
導
的
工
業
で
あ
る
石
鹸
製
造
業
は
難
し
い
局
面
に
置
か
れ
て
い
た
。
一
九
世
紀
初
め
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
製
石
鹸

と
の
競
争
に
直
面
し
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
フ
ラ
ン
ス
の
石
鹸
は
、
オ
リ
ー
ブ
油
を
油
脂
材
と
す
る
高
品
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
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方
、
イ
ギ
リ
ス
は
パ
ー
ム
油
な
ど
様
々
な
油
脂
を
混
合
し
た
、
品
質
が
悪
い
が
安
価
な

石
鹸
製
造
に
成
功
し
て
い
た
。
産
業
革
命
以
降
の
工
業
の
発
展
に
伴
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
石
鹸
消
費
の
増
大
、
地
中
海
産
の
オ
リ
ー
ブ
の
過
少
生
産
と
い
う
状
況
の
中
、

マ
ル
セ
イ
ユ
の
石
鹸
製
造
業
は
安
価
な
石
鹸
の
大
量
生
産
と
い
う
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
オ
リ
ー
ブ
の
代
替
と
し
て
よ
り
安
価
な
新
し
い
石
鹸
油
脂
を
求
め
て
西
ア

フ
リ
カ
に
進
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
先
ず
、
有
力
な
マ
ル
セ
イ
ユ
商

人
を
生
み
出
し
た
背
景
と
な
っ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
港
の
発
展
過
程
を
示
し
、
次
に
、
マ
ル

セ
イ
ユ
商
人
レ
ジ
の
西
ア
フ
リ
カ
貿
易
を
通
し
て
石
鹸
油
脂
を
製
造
す
る
製
油
業
の
発

展
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
マ
ル
セ
イ
ユ
港
の
発
展

　
ブ
ル
ノ
・
マ
ル
ノ
は
、
一
八
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
に
出
現

し
た
港
の
新
し
い
局
面
、
即
ち
、
大
西
洋
貿
易
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
る
海
上
貿
易
の

変
化
、
鉄
道
網
の
出
現
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
工
業
革
命
の
普
及
と
い

っ
た
動
き
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
港
を
活
気
づ
け
、
そ
の
勢
い
は
一
八
七
〇
年
代
か
ら
八
○

年
代
ま
で
続
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
動
き
に
対
応
す
る
た
め
、
七

月
王
政
（
一
八
三
〇
年
～
一
八
四
八
年
）
は
港
湾
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
特
別
予

算
に
よ
っ
て
、
港
湾
整
備
政
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
マ
ル
セ
イ
ユ
港
に
対
す
る
高
い

予
算
配
分
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
地
中
海
貿
易
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
示
し
て
お
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③

り
、
実
際
、
マ
ル
セ
イ
ユ
経
済
の
発
展
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
（
図
1
）
。

　
港
の
後
背
地
の
開
発
の
た
め
に
最
も
良
い
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
た
鉄
道
網
の
建
設
は
、
第
二
帝
政
期
に
も
引
き
継
が
れ
、
第
二
帝
政
末
期

に
は
フ
ラ
ン
ス
の
軍
港
お
よ
び
す
べ
て
の
貿
易
港
は
鉄
道
で
結
ば
れ
、
港
と
内
陸
が
交
通
面
で
接
近
し
貿
易
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
環
境
が
整

　
　
　
　
④

っ
て
い
っ
た
。
港
を
起
点
に
内
陸
の
整
備
が
充
実
す
る
一
方
、
マ
ル
セ
イ
ユ
は
、
早
く
か
ら
機
械
工
業
の
発
展
に
力
を
入
れ
た
。
鋳
造
所
や
機

械
工
場
の
創
設
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
動
き
が
マ
ル
セ
イ
ユ
に
出
現
し
、
商
業
航
海
に
特
化
し
た
艦
船
機
械
の
分
野
が
マ
ル
セ
イ
ユ
工
業
の
重

要
な
柱
の
一
つ
と
な
っ
た
。
特
に
、
ス
ク
リ
ュ
ー
や
モ
ー
タ
ー
の
改
良
で
は
顕
著
な
進
化
が
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
、
マ
ル
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

イ
ユ
港
は
他
の
港
に
先
駆
け
て
蒸
気
船
を
導
入
し
、
一
八
二
九
年
に
は
地
中
海
蒸
気
定
期
船
サ
ー
ビ
ス
と
命
名
さ
れ
た
会
社
が
創
設
さ
れ
た
。

一
八
三
〇
年
以
降
、
機
動
性
に
富
ん
だ
蒸
気
船
は
、
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
沿
岸
貿
易
に
も
広
く
使
用
さ
れ
、
一
八
六
〇
年
に
は
、
マ
ル
セ
イ

ユ
海
運
業
が
フ
ラ
ン
ス
海
運
業
門
並
の
全
蒸
気
船
ト
ン
数
の
三
分
の
二
を
保
有
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
ま
た
、
機
械
工
業
の
発
展
は
、
一
八
五

三
年
に
発
見
さ
れ
た
パ
ー
ム
油
の
白
色
化
技
術
が
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
製
油
産
業
や
石
鹸
産
業
の
技
術
刷
新
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ

の
よ
う
に
機
械
工
業
の
発
展
が
も
た
ら
し
た
早
く
か
ら
の
高
性
能
な
蒸
気
船
や
商
業
船
の
出
現
が
、
有
力
な
マ
ル
セ
イ
ユ
の
船
主
あ
る
い
は
商

人
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
港
湾
整
備
の
特
別
予
算
は
一
八
七
〇
年
代
後
半
か
ら
徐
々
に
減
少
し
、
外
国
の
貿
易
港
と
の
競
争
力
を
減
退
さ
せ
た
。
マ
ル
セ
イ

ユ
港
も
、
地
中
海
域
内
貿
易
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
覇
権
的
な
地
位
を
失
い
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
、
ヴ
ェ
ニ
ス
、
ト
リ
エ
ス
テ
の
よ
う
な
都
市
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

後
塵
を
拝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
大
西
洋
貿
易
に
お
い
て
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
港
は
更
な
る
発
展
を
続
け
た
。
特
に
、
～
八
五
〇
年

代
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
の
会
社
が
進
出
し
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
と
、
～
八
六
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
た
コ
ー
チ
シ
ナ
に
お
け
る
貿
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
発
展
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
利
益
こ
そ
が
、
第
三
共
和
政
に
お
け
る
巨
大
な
植
民
地
帝
国
の
形
成
を
支
持

す
る
機
運
を
創
り
出
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
マ
ル
ノ
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
港
の
衰
退
を
政
府
の
政
策
か
ら
起
因
し
て
い
る
も
の
と
し
て
い
る
。
即
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
岸
整
備
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に
関
し
て
一
貫
し
た
政
策
を
作
成
し
た
の
は
コ
ル
ベ
ー
ル
で
あ
り
、
実
施
を
し
た
の
は
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
海
を
支
配
す
る
こ

と
で
国
家
の
対
外
的
な
政
治
力
と
経
済
力
を
つ
か
め
る
と
理
解
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
を
除
く
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
多
く

の
政
策
決
定
者
は
、
港
が
経
済
利
益
を
生
み
出
す
道
旦
ハ
と
み
な
せ
ず
、
海
の
支
配
を
軽
視
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
港
の
衰
退
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
ギ
ニ
ア
湾
で
の
貿
易
は
、
七
月
王
政
期
、
機
械
工
業
発
展
の
恩
恵
を
受
け

た
有
力
な
船
主
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
続
く
第
二
帝
政
期
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
統
治
下
で
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
マ
ル
セ
イ
ユ
の
製
油
業
、
石
鹸
製
造
業

　
マ
ル
セ
イ
ユ
に
お
け
る
製
油
業
の
第
一
の
特
徴
は
、
｝
握
り
の
有
力
船
主
（
同
時
に
貿
易
商
人
で
も
あ
る
）
が
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
石
鹸
の
原
料

で
あ
る
油
性
植
物
を
輸
入
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
レ
ジ
、
ヴ
ェ
ル
ミ
ン
ク
（
ρ
〉
．
＜
賃
ヨ
ヨ
葺
）
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
（
O
℃
旨
魯
句
器
冨
）
が
マ
ル
セ

イ
ユ
を
代
表
す
る
最
も
富
を
持
っ
た
一
握
り
の
商
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
西
ア
フ
リ
カ
に
商
館
を
保
有
し
、
油
性
植
物
を
自
ら
の
船
で
運
び
、

マ
ル
セ
イ
ユ
で
製
油
業
を
行
っ
て
い
た
。
即
ち
、
一
つ
の
会
社
が
、
貿
易
地
の
商
館
、
輸
送
船
、
マ
ル
セ
イ
ユ
で
の
搾
油
工
場
を
同
時
に
保
有

し
、
原
料
調
達
か
ら
油
の
生
産
ま
で
一
手
に
撫
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ド
ー
マ
ラ
ン
は
、
そ
れ
を
垂
直
統
合
の
企
業
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、

マ
ル
セ
イ
ユ
企
業
が
油
生
産
ま
で
の
各
段
階
で
効
率
的
に
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
未
分
化
の
企
業
形
態
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
が
、
そ
の
弊
害
と
し
て
、
特
に
マ
ル
セ
イ
ユ
の
す
べ
て
の
企
業
が
利
用
で
き
る
定
期
輸
送
船
の
設
立
を
遅
ら
せ
た
。
従
っ
て
、
全
体
と

し
て
の
商
業
船
の
不
足
が
解
消
せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
競
争
に
負
け
る
一
因
と
も
な
っ
た
。
第
二
の
特
徴
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
製
油
業
者
が
石

鹸
工
場
を
保
有
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
船
主
で
あ
り
、
貿
易
や
海
上
輸
送
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。
し
か
し
、
油
を
生
産
す
る
製

油
業
（
搾
油
業
）
を
行
っ
た
の
は
、
油
を
生
産
す
る
際
に
残
る
搾
り
か
す
の
販
売
に
興
味
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
こ
の
搾
油
業
か

ら
生
産
さ
れ
、
肥
料
と
し
て
利
用
で
き
る
搾
り
か
す
を
国
内
外
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
に
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
製
油
業
に
携
わ
る
有
力
な
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
は
、
油
性
植
物
の
輸
入
、
輸
送
、
製
油
、
抽
出
さ
れ
た
搾
り
か
す
を
外
国
へ
輸
送
、
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販
売
、
と
い
う
一
連
の
サ
イ
ク
ル
を
自
ら
の
企
業
内
で
行
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
こ
こ
で
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
、
油
の
原
料
で
あ
る
油
性
植
物
を
求
め
て
西
ア
フ
リ
カ
に
進
出
し
て
い
っ
た
過
程
を
辿
っ
て
み
よ
う
。
「
五

世
紀
末
の
段
階
で
既
に
西
ア
フ
リ
カ
海
岸
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
圏
の
貿
易
相
手
先
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
西

ア
フ
リ
カ
と
の
貿
易
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
ア
ル
ジ
ェ
侵
攻
後
の
一
八
三
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
先
ず
、
彼
ら
は
セ
ネ
ガ
ル
で
の
ゴ

ム
貿
易
に
参
入
し
た
が
、
既
に
こ
の
地
で
継
続
的
な
貿
易
活
動
を
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
大
西
洋
岸
の
ボ
ル
ド
ー
や
ナ
ン
ト
の
商
人
と
の
競
争
か

ら
逃
れ
る
べ
く
よ
り
南
方
の
海
岸
ギ
ニ
ア
湾
に
航
路
を
開
き
、
一
八
三
三
年
に
は
ガ
ボ
ン
川
に
ま
で
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
の
貿
易
方
法

は
、
ア
フ
リ
カ
部
族
長
の
金
と
、
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
持
っ
て
き
た
綿
布
・
金
属
製
品
・
ワ
イ
ン
・
火
薬
と
の
物
々
交
換
で
あ
り
、
拠
点
を
持
た

な
い
帆
船
上
で
の
取
引
で
あ
っ
た
。
一
八
三
四
年
か
ら
三
五
年
号
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
が
落
花
生
貿
易
で
成
功
し
た
の
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、

レ
ジ
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
石
鹸
産
業
の
た
め
に
落
花
生
な
ど
の
油
性
植
物
の
輸
入
に
関
心
を
持
っ
た
。
そ
の
た
め
レ
ジ
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

会
議
所
に
二
つ
の
提
案
を
し
た
。

　
第
一
に
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
貿
易
手
法
の
変
更
で
あ
る
。
一
八
三
〇
年
代
、
ギ
ニ
ア
湾
で
は
奴
隷
貿
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ア
フ

リ
カ
部
族
長
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
品
と
の
交
換
の
た
め
に
、
奴
隷
貿
易
で
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
得
た
金
を
使
用
し
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
奴
隷
貿
易
に
い
く
つ
か
の
障
壁
が
現
れ
る
。
第
一
は
、
一
八
三
五
年
の
奴
隷
貿
易
廃
止
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
巡
洋
艦
が
、

違
反
し
た
ス
ペ
イ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
多
く
の
船
を
捕
ま
え
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
ハ
バ
ナ
へ
の
奴
隷
の
過
剰
輸
入
に
よ
っ
て
、
奴
隷
に
よ

る
反
乱
の
心
配
か
ら
、
地
方
当
局
は
奴
隷
貿
易
を
も
は
や
黙
認
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
レ
ジ
が
既
に
貿
易
を
開
始
し
て
い
た
ダ
オ
メ

（
0
9
ρ
ぎ
旨
①
《
）
王
国
の
ウ
イ
ダ
ー
（
≦
専
α
魯
）
に
お
け
る
現
地
の
商
人
は
金
貨
の
不
足
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
レ
ジ
は
こ

の
金
を
落
花
生
や
パ
ー
ム
油
に
置
き
換
え
る
と
い
う
新
し
い
物
々
交
換
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
提
案
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
品
と
ア
フ
リ
カ
産
品

を
直
接
交
換
す
る
こ
と
で
、
安
定
供
給
が
可
能
と
な
る
落
花
生
や
パ
ー
ム
油
を
石
鹸
製
造
の
主
軸
に
置
き
換
え
よ
う
と
し
た
。
第
二
の
提
案
は
、

こ
の
よ
う
に
輸
入
し
た
落
花
生
や
パ
ー
ム
油
の
使
用
を
マ
ル
セ
イ
ユ
石
鹸
製
造
業
者
に
薦
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
レ
ジ
は
、
伝
統
的
な
マ
ル
セ
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イ
ユ
石
鹸
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
オ
リ
ー
ブ
油
を
落
花
生
や
パ
ー
ム
油
に
置
き
換
え
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
抗
で
き
る
安
価
な
石
鹸
の
生
産

を
可
能
に
し
ょ
う
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
レ
ジ
は
マ
ル
セ
イ
ユ
商
業
会
議
所
へ
の
提
案
を
通
し
て
、
石
鹸
産
業
の
発
展
を
試
み
た
。

　
次
に
レ
ジ
が
取
り
組
ん
だ
の
が
、
ギ
ニ
ア
湾
沿
岸
に
お
け
る
貿
易
拠
点
の
設
置
で
あ
る
。
従
来
型
の
帆
船
上
で
行
う
貿
易
で
は
、
パ
ー
ム
油

や
落
花
生
の
よ
う
な
傷
つ
き
や
す
く
重
量
の
あ
る
産
品
を
買
い
、
保
存
し
、
定
期
的
に
積
み
込
む
と
い
う
作
業
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

西
ア
フ
リ
カ
海
岸
に
こ
う
し
た
産
品
を
保
管
可
能
な
拠
点
を
必
要
と
し
た
。
レ
ジ
が
海
軍
・
植
民
地
大
臣
に
出
し
た
一
八
四
一
年
の
書
簡
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
、
商
館
を
基
軸
に
し
た
彼
の
油
性
植
物
貿
易
に
お
け
る
基
本
姿
勢
が
見
え
て
く
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
ギ
ニ
ア
湾
沿
岸
の
す
べ
て
の
地
点
を
少
し
ず
つ
奪
取
し
て
い
る
。
パ
ー
ム
油
を
探
す
船
の
た
め
に
拠
点
を
置
き
、
そ
の
地
盤
を
固
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ダ
オ
メ
王
国
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
古
い
要
塞
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
も
商
館
を
設
置
し
、
戦
艦
が
頻
繁
に
訪
れ
る
こ

と
は
我
々
商
入
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
に
十
分
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
西
ア
フ
リ
カ
海
岸
で
重
要
な
商
業
拠
点
を
領
有
し
て
い
る
。
特
に
パ
ー
ム
油
貿

易
の
水
源
で
あ
る
川
の
原
住
民
部
族
を
軍
の
力
で
支
配
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
我
々
は
、
ギ
ニ
ア
湾
か
ら
締
め
出
さ
れ
、
今
ま
で
我
々
が
行
っ
て
き

た
苦
労
や
経
験
は
水
の
泡
に
な
る
。

政
府
は
、
レ
ジ
の
意
図
を
理
解
し
、
ダ
オ
メ
王
国
の
ウ
ィ
ダ
ー
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
古
い
要
塞
を
商
館
と
し
て
利
用
す
る
許
可
を
レ
ジ
に
与
え

⑫た
。
翌
年
に
は
、
貿
易
保
護
の
観
点
か
ら
、
ウ
ィ
ダ
ー
よ
り
南
に
位
置
す
る
ガ
ボ
ン
に
軍
事
基
地
が
設
置
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
戦
艦
に
よ

る
巡
視
も
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
レ
ジ
が
主
導
す
る
形
で
政
府
の
関
心
を
引
き
寄
せ
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は

ギ
ニ
ア
湾
沿
岸
へ
干
渉
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
レ
ジ
は
、
関
税
問
題
に
も
取
り
組
ん
だ
。
元
来
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
産
の
オ
リ
ー
ブ
や
ケ
シ
を
保
護
す
る
た
め
に
、
外
国
か
ら
種
子
を
輸
入
す

る
際
、
高
い
関
税
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
レ
ジ
は
フ
ラ
ン
ス
ー
西
ア
フ
リ
カ
問
貿
易
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
大
義
名
分
の
も
と
、
落
花
生
や
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⑬

パ
ー
ム
油
の
関
税
を
低
く
す
る
よ
う
海
軍
・
植
民
地
大
臣
に
要
請
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
四
五
年
の
貿
易
改
革
で
、
同
じ
輸
入
種
子
で
あ
る

ト
ル
コ
か
ら
の
ゴ
マ
に
課
せ
ら
れ
た
一
キ
ロ
当
た
り
四
～
一
四
フ
ラ
ン
と
い
う
関
税
よ
り
も
、
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
落
花
生
に
課
せ
ら
れ
た
関

税
は
一
キ
ロ
当
た
り
三
フ
ラ
ン
と
低
く
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
関
税
引
き
下
げ
と
い
う
優
遇
策
に
よ
っ
て
落
花
生
の
輸
入
は
増
加
し
、
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

四
八
年
に
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
港
は
落
花
生
輸
入
で
世
界
一
の
港
と
な
る
。

　
石
鹸
製
造
に
お
け
る
工
業
革
命
に
も
、
レ
ジ
は
関
心
を
示
し
た
。
落
花
生
は
、
西
ア
フ
リ
カ
で
も
ガ
ン
ビ
ア
川
（
O
p
ヨ
σ
邑
、
ギ
ニ
ア
川
お

よ
び
セ
ネ
ガ
ル
川
（
ω
曾
σ
ひ
q
。
。
一
）
上
流
で
採
取
さ
れ
る
が
、
パ
ー
ム
油
は
海
岸
地
域
、
特
に
ギ
ニ
ア
湾
沿
岸
で
採
取
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
す
で

に
一
八
○
○
年
か
ら
パ
ー
ム
油
を
輸
入
し
、
石
鹸
製
造
に
ア
マ
油
、
ケ
シ
油
と
混
合
し
て
使
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
高
晶
質
で

マ
ー
ブ
ル
模
様
の
オ
リ
ー
ブ
油
石
鹸
に
固
執
し
て
、
黄
色
の
パ
ー
ム
油
の
使
用
に
は
前
向
き
で
は
な
か
っ
た
。
パ
ー
ム
油
を
沸
騰
さ
せ
る
だ
け

で
避
く
で
き
る
製
法
が
一
八
五
三
年
に
マ
ル
セ
イ
ユ
人
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
レ
ジ
は
こ
の
技
術
を
工
業
化
し
、
石
鹸
製
造
に
多

く
の
パ
ー
ム
油
を
使
用
す
る
と
い
う
道
を
切
り
開
い
た
。
落
花
生
を
石
鹸
の
第
一
の
油
脂
材
、
パ
ー
ム
油
は
補
助
材
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

石
鹸
製
造
に
お
け
る
総
合
的
な
計
画
を
立
て
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
油
性
植
物
と
し
て
、
一
八
五
三
年
に
マ
ル
セ
イ
ユ
の
船
長
に
よ
っ
て
偶
然
見
出
さ
れ
た
の
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
種
子
で
あ
る
。
ア
プ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ヤ
シ
油
は
品
質
も
良
く
何
よ
り
も
泡
立
ち
の
良
い
石
鹸
に
な
る
と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
す
ぐ
に
需
要
が
増
加
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
レ
ジ
は
、
取
引
場
所
を
帆
船
上
か
ら
商
館
に
変
え
た
だ
け
で
な
く
、
物
々
交
換
シ
ス
テ
ム
を
金
か
ら
油
性

植
物
に
変
え
、
さ
ら
に
は
関
税
優
遇
策
を
と
り
つ
け
て
、
パ
ー
ム
油
石
鹸
製
造
を
改
良
す
る
こ
と
に
至
る
ま
で
、
油
性
植
物
の
輸
入
拡
大
に
尽

力
し
た
。
こ
の
よ
う
な
油
性
植
物
を
輸
入
し
、
工
業
化
す
る
こ
と
は
多
く
の
雇
用
を
生
み
出
し
た
こ
と
か
ら
、
経
済
効
果
は
大
き
い
も
の
で
あ

　
⑰

つ
た
。

　
し
か
し
、
一
八
六
〇
年
代
か
ら
西
ア
フ
リ
カ
貿
易
に
行
き
詰
ま
り
が
見
え
始
め
た
。
第
一
の
理
由
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
西
ア
フ
リ
カ
へ
輸

出
商
品
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
マ
ル
セ
イ
ユ
は
西
ア
フ
リ
カ
を
将
来
に
お
け
る
潜
在
的
販
路
と
し
て
よ
り
も
、
油
性
植
物
の
調
達
市
場
と
見
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図2　貿易地域別のマルセイユ港の貿易量割合（％）

て
い
た
。
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
西
ア
フ
リ
カ
へ
の
輸
出
の
中
で
最
も
多
い
ワ

イ
ン
で
す
ら
、
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
の
ワ
イ
ン
全
輸
出
量
の
一
～
四
％
、
石

鹸
は
六
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
ア
フ
リ
カ
で
好
ま
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
品
で
あ
る
綿
布
に
つ
い
て
も
、

イ
ギ
リ
ス
と
の
競
争
上
、
フ
ラ
ン
ス
は
難
し
い
立
場
に
あ
っ
た
。
従
来
フ

ラ
ン
ス
製
（
主
に
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
産
）
の
綿
布
は
免
税
さ
れ
て
セ
ネ
ガ
ル
に

入
っ
て
き
て
い
た
が
、
一
八
六
四
年
の
政
令
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
セ
ネ

ガ
ル
総
督
に
関
税
決
定
の
自
由
裁
量
権
を
与
え
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
政
令

に
よ
り
、
セ
ネ
ガ
ル
に
入
っ
て
く
る
す
べ
て
の
綿
布
に
一
律
四
％
の
関
税

が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
セ
ネ
ガ
ル
総
督
が
フ
ラ

ン
ス
産
の
綿
の
輸
入
促
進
よ
り
も
関
税
に
よ
る
収
入
を
重
視
し
た
も
の
と

い
え
る
。
そ
の
結
果
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
の
綿
布
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
製

や
ベ
ル
ギ
ー
の
ガ
ン
ド
製
の
よ
り
安
価
な
綿
布
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

や
リ
バ
プ
ー
ル
に
綿
布
の
仕
入
れ
の
た
め
の
事
務
所
を
設
置
し
、
西
ア
フ

リ
カ
の
商
館
に
行
く
前
に
、
油
性
植
物
の
交
換
商
品
と
な
り
う
る
イ
ギ
リ

ス
産
綿
布
を
仕
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
綿
布
確
保
の

た
め
の
こ
の
よ
う
な
回
り
道
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
競
争

上
よ
り
一
層
不
利
な
局
面
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
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状
況
で
は
必
然
的
に
輸
出
の
積
荷
が
少
な
く
な
り
、
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
の
船
の
出
向
も
減
り
、
西
ア
フ
リ
カ
の
商
業
拡
大
に
向
け
た
動
き
が
制

限
さ
れ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
港
と
西
ア
フ
リ
カ
問
の
定
期
商
業
航
路
を
創
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
更
に
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ

企
業
の
垂
直
統
合
の
弊
害
に
よ
っ
て
も
こ
の
輸
送
の
効
率
性
は
欠
如
し
て
い
た
。
即
ち
、
一
つ
の
企
業
が
貿
易
・
輸
送
・
製
油
を
す
べ
て
行
う

こ
と
で
、
全
て
の
企
業
が
利
用
で
き
る
合
理
的
な
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
創
設
が
妨
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
西
ア
フ
リ
カ
貿
易
に
お
け
る
行
き
詰
ま
り
の
理
由
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
圧
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
植
民
地
貿
易
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス

商
船
を
守
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
に
入
港
す
る
外
国
船
に
対
し
、
植
民
地
産
品
【
ト
ン
当
た
り
二
五
フ
ラ
ン
の
重
量
税
が
課
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
れ
に
抗
議
し
た
こ
と
に
よ
り
一
八
六
六
年
フ
ラ
ン
ス
国
籍
船
に
対
す
る
優
遇
政
策
が
廃
止
さ
れ
、
こ
の
重
量
税
が
取
り
除

　
　
⑱

か
れ
た
。
そ
の
結
果
、
「
八
八
「
年
に
は
、
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
総
量
の
四
三
％
を
イ
ギ
リ
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
の
外
国
船
が
担

う
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
。
第
三
の
理
由
は
、
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
落
花
生
よ
り
一
〇
～
三
〇
％
安
価
な
イ
ン
ド
の
落
花
生
が
マ
ル
セ
イ
ユ
に

入
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　
仏
事
が
関
税
面
で
公
平
に
な
っ
た
こ
と
、
即
ち
フ
ラ
ン
ス
が
優
遇
策
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
垂
直
統
合
と
い
う
マ
ル
セ
イ

ユ
企
業
の
特
徴
、
更
に
は
イ
ン
ド
産
の
落
花
生
と
の
競
争
に
よ
っ
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
西
ア
フ
リ
カ
貿
易
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
か
け
て
行
き

詰
ま
り
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
は
、
こ
の
よ
う
な
行
き
詰
り
つ
つ
あ
る
状
況
の
も
と
で
も
、
西
ア
フ
リ
カ
貿
易
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

存
続
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
グ
ラ
フ
か
ら
見
て
取
れ
る
（
図
2
）
。
こ
の
存
続
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
言
及
す
る
。

　
次
章
で
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
西
ア
フ
リ
カ
進
出
を
具
体
的
に
分
析
し
よ
う
。

①
　
　
「
八
三
〇
年
を
境
に
マ
ル
セ
イ
ユ
の
成
長
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
こ
と
を
示
す
と
、

　
人
口
は
約
一
〇
万
人
（
一
八
二
七
年
）
か
ら
一
八
万
人
置
一
八
四
六
年
）
に
、
船

　
の
移
動
は
四
五
万
ト
ン
（
一
八
二
七
－
三
〇
年
の
年
平
均
）
か
ら
＝
一
二
万
ト
ン

　
（
㎜
八
四
六
年
）
に
、
貿
易
量
は
［
…
億
＝
　
○
○
万
フ
ラ
ン
（
一
八
二
六
年
）
か

　
ら
四
億
フ
ラ
ン
（
一
八
四
〇
年
）
に
、
そ
の
中
で
特
に
工
業
製
品
の
貿
易
量
は
一

　
億
｝
七
〇
〇
万
フ
ラ
ン
（
｝
八
三
〇
年
）
か
ら
一
億
八
｝
○
○
万
フ
ラ
ン
（
㎜
八

　
四
〇
年
）
に
成
長
し
た
。
ζ
．
閃
。
鄭
0
9
。
鴫
。
同
ρ
卜
、
月
山
暗
簿
ミ
ミ
譜
さ
碁
鴨
ミ
Q
㌧

　
野
0
3
ミ
、
引
写
ミ
魯
け
く
・
寓
一
ω
什
。
『
Φ
位
に
O
O
日
ヨ
㊦
誘
①
段
α
㊦
一
．
ぎ
α
ロ
ω
嘗
6
伍
ω

　
竃
違
。
。
㊦
霞
9
×
H
×
Φ
・
×
×
㊦
巴
Φ
9
ρ
二
四
ω
o
h
牒
ρ
巳
8
。
0
9
賠
－
ト
こ
①
」
G
Q
餅

②
し
d
．
ζ
臼
。
琶
。
酢
ト
覇
晦
§
ミ
物
師
、
謝
§
§
ミ
ミ
8
智
遣
ミ
～
吻
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ト

52 （52）



一九世紀中葉フランス植民地拡大における海港都市マルセイユ商人の役劇（杉本）

　
恥
ミ
凡
§
ミ
ヘ
ミ
鴇
§
壽
鳶
。
。
N
噺
丸
踏
轟
℃
蝉
鼠
。
り
b
O
坪
ロ
」
駆
一
1
一
切
ρ

③
フ
ラ
ン
ス
の
商
業
港
を
地
中
海
・
北
西
海
岸
・
南
西
海
岸
の
三
地
域
に
分
類
し
、

　
そ
の
代
表
的
港
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
、
ボ
ル
ド
ー
の
予
算
額
を
比
較
し

　
た
。
こ
の
図
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
一
八
七
〇
年
代
後
半
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ

　
経
済
は
後
退
期
に
入
る
。
き
蛍
’
P
N
O
N
．
パ
リ
に
通
じ
る
セ
ー
ヌ
絹
の
河
口
に

　
位
置
す
る
ル
・
ア
…
ヴ
ル
に
は
国
際
証
券
取
引
所
が
あ
り
、
他
の
港
に
比
べ
て
整

　
備
の
予
算
が
多
い
。
き
ミ
も
」
卜
⊃
N

④
鉄
道
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
し
d
山
落
ω
漆
桶
．
N
δ
ゆ
N
愚
．
。
鈍
P
①
鋒
を
参

　
照
。

⑤
　
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
港
は
～
八
五
〇
年
代
か
ら
蒸
気
船
開
始
。

⑥
　
八
七
〇
年
か
ら
一
九
〇
一
年
に
か
け
て
の
貿
易
成
長
率
を
比
較
す
る
と
、
マ

　
ル
セ
イ
ユ
は
　
五
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
は
二
一
〇
％
で
あ
る
。

⑦
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
貿
易
量
　
七
万
七
八
二
九
ト
ン

　
（
一
八
六
〇
年
）
か
ら
二
六
万
七
七
五
ミ
ト
ン
（
一
九
〇
〇
年
）
、
ア
ジ
ア
に
対

　
し
て
二
一
七
万
八
四
五
五
ト
ン
（
一
八
六
〇
年
）
か
ら
～
六
三
万
｝
六
二
一
ト
ン

　
（
一
九
〇
〇
年
V
。
ζ
鴛
8
戸
9
■
鳥
貸
P
綬
鈴

⑧
§
鈍
も
9
ミ
財

⑨
U
磐
ヨ
節
費
号
ミ
P
＝
山
O
ρ

⑩
§
“
も
9
卜
。
①
．

⑪
ミ
罫
p
卜
。
。
。
．

⑫
ミ
罫
p
輿

⑬
ミ
罫
P
蒔
ρ

⑭
マ
ル
セ
イ
ユ
で
の
落
花
生
輸
入
は
、
　
四
〇
〇
ト
ン
（
一
八
四
四
年
）
、
六
三

　
〇
〇
ト
ン
（
～
八
四
六
年
）
、
一
万
三
五
〇
〇
ト
ン
（
一
八
四
八
年
）
（
西
ア
ブ
り

　
カ
の
落
花
生
全
輸
出
の
九
五
％
以
上
）
に
上
昇
し
た
。
奪
ミ
’
P
ω
①
ρ

⑮
パ
ー
ム
油
輸
入
の
代
表
的
な
港
で
あ
る
リ
バ
プ
ー
ル
と
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
～
八

　
五
〇
年
と
一
八
七
〇
年
の
輸
入
量
を
比
較
す
る
と
、
リ
バ
プ
ー
ル
は
二
万
二
〇
七

　
〇
ト
ン
か
ら
四
万
四
一
〇
八
ト
ン
に
増
舶
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
は
三
四
〇
ミ
ト
ン
か

　
ら
六
七
二
〇
ト
ン
に
増
加
し
た
。
き
ミ
響
O
．
心
ω
．

⑯
～
八
七
一
年
マ
ル
セ
イ
ユ
に
お
け
る
落
花
生
、
パ
ー
ム
油
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
種
子

　
の
輸
入
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
四
万
皿
九
〇
〇
ト
ン
、
三
七
〇
〇
ト
ン
、
二

　
万
五
四
〇
〇
ト
ン
で
あ
る
。
奪
ミ
¶
ロ
．
Q
。
α
9

⑰
　
マ
ル
セ
イ
ユ
に
お
け
る
搾
油
工
場
の
労
働
者
は
、
八
○
○
人
（
～
入
四
二
年
）

　
か
ら
二
六
八
二
人
（
一
八
八
四
年
目
に
増
加
し
た
。
き
ミ
．
、
O
．
心
9

⑱
〉
．
Ω
匿
9
円
譜
8
N
。
ミ
ミ
建
、
ミ
ぎ
N
昼
駄
》
§
舞
○
×
8
巳
’
回
霧
ピ
p

　
①
Φ
1
0
。
O
．

⑲
ζ
四
ヨ
9
魯
ミ
■
p
圏
。
。
．

第
二
章
　
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
貿
易

　
本
章
で
は
、
ド
ー
マ
ラ
ン
の
研
究
を
参
考
に
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
活
動
を
西
ア
フ
リ
カ
の
地
域
別
に
把
握
す
る
。
最
初
に
ギ
ニ
ア
湾
に
進
出

し
て
行
っ
た
の
は
レ
ジ
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
一
八
四
二
年
に
自
ら
の
力
で
ダ
オ
メ
に
進
出
し
、
ア
フ
リ
カ
の
部
族
長
と
の
保
護
貿
易
協
定
を
結

ん
で
貿
易
を
始
め
た
。
次
に
、
彼
は
政
府
の
誘
致
に
応
え
る
形
で
、
～
八
四
三
年
に
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
（
（
甲
吋
鋤
う
島
一
じ
d
鋤
ω
ω
四
ヨ
）
、
一
八
四
四
年
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表！　マルセイユ商人のギニア湾進出

に
は
ガ
ボ
ン
に
進
出
し
て
い
っ
た
。
本
章
で
は
、
七
月
王
政
期
と
第
二
帝
政
期
に
焦
点
を
当
て
て
レ
ジ
が
進
出
し
た

地
域
の
貿
易
活
動
を
辿
っ
て
み
る
（
図
3
）
（
表
1
）
。

第
一
節
　
商
人
主
導
の
貿
易
　
　
ダ
オ
メ
王
国

　
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
レ
ジ
が
西
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
商
館
を
拠
点
と
す
る
貿
易
を
最
初
に
実
施
し
た
の
は
、
ギ
ニ

ア
湾
に
面
し
て
い
る
ダ
決
心
王
国
の
沿
岸
に
位
置
し
て
い
る
ウ
ィ
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
一
八
四
一
年
ま
で
は
、
ウ
ィ

ダ
ー
に
お
い
て
現
地
部
族
の
商
人
は
、
独
占
的
に
奴
隷
貿
易
を
行
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
奴
隷
貿
易
か
ら
得
た
金
と

交
換
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
品
を
手
に
入
れ
て
い
た
が
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
奴
隷
と
金
の
交
換
比
率
が
変
化
し
、

金
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
た
。
レ
ジ
は
、
こ
の
物
々
交
換
シ
ス
テ
ム
を
金
か
ら
油
性
植

物
に
変
更
す
る
こ
と
を
マ
ル
セ
イ
ユ
商
業
会
議
所
に
提
案
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
、
パ
ー
ム
油
交
易
が
実
現
し
た
。
最

初
に
マ
ル
セ
イ
ユ
に
出
荷
さ
れ
た
四
〇
の
大
樽
（
約
一
六
ト
ン
に
相
当
す
る
）
は
、
ウ
ィ
ダ
ー
か
ら
最
初
に
行
わ
れ
た

合
法
の
輸
出
で
あ
る
。

　
次
に
、
レ
ジ
は
こ
の
よ
う
な
合
法
貿
易
を
促
進
す
る
た
め
、
商
館
の
設
置
を
政
府
か
ら
許
可
さ
れ
た
。
従
来
の
錨

泊
地
で
乗
船
し
て
行
う
商
取
引
の
形
態
で
は
、
現
地
で
の
パ
ー
ム
油
採
取
を
奨
励
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
。
現
地

に
建
物
（
商
館
）
を
建
て
る
た
め
、
レ
ジ
は
一
八
四
一
年
に
七
月
王
政
と
協
定
を
結
び
、
一
七
九
三
年
か
ら
奴
隷
貿

易
の
拠
点
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
は
廃
嘘
に
な
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
古
い
商
館
を
譲
渡
さ
れ
た
。
七

月
王
政
は
、
譲
渡
の
際
、
古
い
要
塞
を
再
利
用
し
て
建
築
す
る
こ
と
、
そ
し
て
貿
易
に
必
要
な
保
護
を
ダ
オ
メ
王
ゲ

ゾ
（
Ω
¢
雪
。
）
か
ら
得
る
こ
と
と
い
う
条
件
を
レ
ジ
に
言
い
渡
し
た
。
ダ
オ
メ
王
か
ら
得
た
貿
易
の
保
護
と
独
占
と

い
う
特
権
と
引
き
換
え
に
、
年
税
、
入
港
・
出
航
税
、
パ
ー
ム
油
の
一
〇
分
の
一
の
重
量
税
が
課
さ
れ
た
。
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レ
ジ
は
、
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
、
ウ
ィ
ダ
ー
の
周
辺
に
、
要
塞
が
放
棄
さ
れ
て
以
来
、
ダ
オ
牛
王
の
臣
民
に
な
っ
た
、
か
つ
て
の
フ
ラ

ン
ス
所
有
の
奴
隷
で
構
成
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
村
の
集
団
か
ら
現
地
人
を
雇
用
し
た
。
レ
ジ
は
奴
隷
を
廃
止
す
る
意
味
を
含
め
て
、
こ
の
住
民

が
ダ
オ
メ
王
の
兵
役
か
ら
免
除
さ
れ
、
自
由
を
得
る
よ
う
王
に
請
願
し
た
の
で
あ
る
。
王
か
ら
の
許
可
を
得
て
、
そ
の
村
の
住
艮
は
、
週
四
日

ヤ
シ
の
実
を
集
め
る
た
め
に
雇
わ
れ
、
残
り
の
週
二
日
は
彼
ら
自
身
の
畑
を
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
村
は
石
工
職
人
、
大
工
、

樽
職
入
、
鍛
冶
職
人
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
労
働
に
は
労
働
者
の
満
足
の
い
く
賃
金
が
決
め
ら
れ
た
。

　
レ
ジ
は
、
こ
の
よ
う
に
ダ
オ
メ
王
へ
の
納
税
と
引
き
換
え
に
、
パ
ー
ム
油
の
独
占
権
と
、
ウ
イ
ダ
ー
に
お
け
る
商
館
を
通
し
た
貿
易
に
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
現
地
労
働
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
レ
ジ
は
、
パ
ー
ム
油
貿
易
を
成
功
へ
と
結
び
つ
け
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
～
八
五
九
年
、
ダ
オ
メ
王
ゲ
ゾ
が
死
去
し
、
後
を
継
い
だ
息
子
グ
レ
グ
レ
（
Ω
σ
工
事
が
レ
ジ
と
の
協
定
を
無
視
し
て
、
多
く
の
会

社
に
ダ
オ
メ
に
定
着
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
か
ら
ロ
ン
ド
ン
商
人
ま
で
、
多
く
の
競
争
相
手
が
ウ

ィ
ダ
ー
に
商
館
を
建
て
た
。
レ
ジ
は
、
～
八
四
一
年
か
ら
享
受
し
て
い
た
ウ
ィ
ダ
ー
に
お
け
る
ダ
オ
メ
王
の
貿
易
の
保
護
と
独
占
権
を
失
い
、

競
争
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
レ
ジ
は
一
八
六
二
年
に
政
府
の
干
渉
を
後
ろ
盾
と
し
た
新
た
な
商
館
貿
易
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
る
。
ダ
オ
メ
王
国
の
周
辺
部

で
ウ
ィ
ダ
ー
に
近
い
ポ
ル
ト
ノ
ボ
（
℃
O
「
け
O
l
窯
O
σ
O
）
に
商
館
を
建
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
干
渉
を
請
願
し
た
。
こ
の
商
館
が
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
拠
点

に
近
い
こ
と
を
理
由
に
、
海
軍
大
将
は
｝
度
は
こ
の
介
在
を
た
め
ら
う
が
、
一
八
六
三
年
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
下
に
置
く
と
す
る
保
護
領
の
条
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
ポ
ル
ト
ノ
ボ
の
王
ソ
ジ
（
ω
。
＆
）
と
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。
油
性
植
物
の
独
占
取
引
が
消
失
し
、
フ
ラ
ン
ス
商
人
同
士
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス

商
人
と
の
競
争
に
直
面
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
レ
ジ
は
フ
ラ
ン
ス
の
実
質
支
配
を
意
訂
す
る
保
護
領
政
策
の
実
効
地
で
貿
易
を
行
う
こ
と
に
よ

り
競
争
力
の
な
さ
を
補
お
う
と
す
る
方
針
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
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一九世紀中葉フランス植民地拡大における海港都市マルセイユ商人の役割（杉本）

第
一
一
節
　
政
府
主
導
の
貿
易
－
象
牙
海
岸

　
フ
ラ
ン
ス
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
獲
得
し
て
以
降
、
西
ア
フ
リ
カ
の
ギ
ニ
ア
湾
へ
進
出
し
て
い
た
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
か
ら
触
発
さ
れ
た
の
は
、

ボ
ル
ド
ー
商
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
セ
ネ
ガ
ル
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
南
の
ギ
ニ
ア
湾
貿
易
に
も
興
味
を
示
し
始
め
た
。
そ
れ

を
受
け
て
、
ボ
ル
ド
ー
商
業
会
議
所
は
、
政
府
に
対
し
て
ギ
ニ
ア
湾
に
お
け
る
市
場
調
査
、
特
に
パ
ー
ム
油
と
建
材
に
つ
い
て
市
場
開
拓
の
可

能
性
を
探
る
よ
う
要
請
し
た
。
一
八
三
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
海
軍
大
尉
ブ
エ
（
国
b
u
o
篇
警
）
は
市
場
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
ギ
ニ
ア

湾
に
要
塞
化
さ
れ
た
商
館
を
設
置
し
、
商
人
に
貿
易
独
占
権
を
与
え
、
そ
れ
ら
の
商
館
を
貿
易
起
点
と
す
る
こ
と
で
フ
ラ
ン
ス
商
業
を
促
進
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
報
告
し
た
。
こ
の
ブ
エ
の
調
査
を
受
け
て
、
一
八
四
二
年
、
七
月
王
政
の
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
王
は
、
当
時
セ
ネ
ガ
ル

総
督
で
も
あ
っ
た
海
軍
大
尉
ブ
エ
に
、
象
牙
海
岸
の
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
（
○
『
餌
P
α
－
】
W
鋤
ω
o
D
節
B
）
、
ア
シ
ニ
（
》
ω
ω
巨
①
）
、
お
よ
び
ガ
ボ
ン
に
商
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
設
置
す
る
任
務
を
課
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
時
点
で
既
に
ギ
ニ
ア
湾
を
含
め
た
西
ア
フ
リ
カ
で
、
多
く
の
商
館
を
拠
点
に
貿
易
を
成
功
さ

せ
て
お
り
、
こ
の
成
功
が
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
と
っ
て
、
ギ
ニ
ア
湾
に
お
け
る
商
業
的
観
点
か
ら
刺
激
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ギ
ニ

ア
湾
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
商
館
の
設
置
計
画
は
、
ギ
ニ
ア
湾
最
南
端
の
ガ
ボ
ン
を
ギ
ニ
ア
湾
に
お
け
る
海
軍
基
地
と
す
る
こ
と
も
含
め
て
、

海
軍
大
将
デ
ュ
ペ
レ
（
U
巷
㊦
轟
ひ
）
の
提
案
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
商
館
の
巡
視
と
い
う
建
前
で
フ
ラ
ン
ス
の
存
在
を
示

威
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
た
い
と
望
む
フ
ラ
ン
ス
海
軍
に
と
っ
て
、
ギ
ニ
ア
湾
は
重
要
拠
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
推
察

で
き
る
。

　
本
節
で
は
、
政
府
主
導
で
設
置
さ
れ
た
商
館
に
お
い
て
、
政
府
に
よ
っ
て
誘
致
さ
れ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
行
っ
た
貿
易
活
動
を
辿
る
。

　
一
八
四
三
年
、
セ
ネ
ガ
ル
総
督
ブ
エ
は
、
象
牙
海
岸
の
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
、
ア
シ
ニ
、
ガ
ボ
ン
（
図
3
参
照
）
に
商
館
を
完
成
さ
せ
た
。

海
軍
・
植
民
地
大
臣
は
、
ル
・
ア
！
ヴ
ル
、
ナ
ン
ト
、
ボ
ル
ド
ー
商
人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
こ
れ
ら
商
館
を
軸
に
貿
易
活
動
を
す
る
よ
う
呼
び
か
け

た
。
し
か
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
レ
ジ
の
み
が
こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
商
館
に
代
理
店
を
設
置
し
た
。
彼
は
～
八
四
二
年
か
ら
黄
金
海
岸
の
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ウ
ィ
ダ
ー
に
定
着
し
て
お
り
、
こ
の
象
牙
海
岸
へ
の
進
出
は
、
レ
ジ
に
と
っ
て
ギ
ニ
ア
湾
で
の
商
業
圏
を
拡
大
す
る
二
度
目
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。

　
象
牙
海
岸
に
お
け
る
貿
易
活
動
に
は
、
様
々
な
妨
害
が
、
レ
ジ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
。
当
時
の
象
牙
海
岸
地
域
に
は
、
多
く
の
親

族
か
ら
な
る
集
団
が
乱
立
し
て
お
り
、
各
集
団
の
部
族
長
が
互
い
に
戦
争
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ダ
オ
メ
と
は
違
っ
て
、

商
人
が
現
地
の
各
部
族
長
と
持
続
的
貿
易
協
定
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
地
域
で
あ
っ
た
。
レ
ジ
が
代
理
店
を
置
い
た
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
と
ア

シ
ニ
そ
れ
ぞ
れ
の
王
は
、
パ
ー
ム
油
を
生
産
す
る
彼
ら
の
臣
民
と
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
と
の
間
で
仲
買
人
の
役
目
を
果
た
し
、
そ
の
代
償
と
し
て

商
人
と
臣
民
双
方
に
税
を
課
し
て
い
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
に
は
、
海
岸
に
沿
っ
て
内
陸
と
の
問
に
エ
ブ
リ
エ
潟
（
国
σ
募
〉
が
あ
り
、

こ
の
潟
を
小
さ
な
船
で
渡
ら
な
け
れ
ば
内
陸
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
こ
の
潟
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ッ
ク
ス

（
冨
簿
ω
富
葺
ω
）
と
呼
ば
れ
る
、
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
王
ピ
ー
タ
ー
ス
（
評
け
興
ω
）
所
属
の
商
人
集
団
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
お
り
、
レ
ジ
社
所

属
の
現
地
の
仲
買
人
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ッ
ク
ス
と
競
争
し
な
が
ら
貿
易
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
レ
ジ
は
一
八
四
六

年
か
ら
エ
ブ
リ
象
潟
を
武
装
さ
れ
た
小
敵
で
渡
り
、
内
陸
住
民
が
生
産
す
る
パ
1
ム
油
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
壷
草
を
直
接
交
換
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

つ
ま
り
、
王
ピ
ー
タ
ー
ス
が
徴
収
し
て
い
た
税
を
払
わ
な
い
で
物
々
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
か
ら
、
レ
ジ
社
と
内
陸
住
民
の
双
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
っ
て
大
き
な
利
益
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
レ
ジ
の
貿
易
手
法
に
対
し
、
王
ピ
ー
タ
ー
ス
は
、
全
臣
民
に
対
し
て
レ
ジ
商
館
と
の
交
易
を
禁
じ
る
と
命
じ
て
対
抗
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
、
レ
ジ
社
の
小
艇
が
ジ
ャ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ッ
ク
ス
に
略
奪
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
一
八
四
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
軍
事

力
に
よ
っ
て
潟
や
川
の
主
要
な
貿
易
路
を
制
圧
し
た
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
ア
フ
リ
カ
の
王
と
起
こ
し
た
油
を
め
ぐ
る
最
初
の
戦
争
で
あ
っ

⑥た
。
翌
年
、
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
の
海
軍
基
地
長
と
な
っ
た
ブ
エ
に
よ
り
、
パ
ー
ム
油
貿
易
を
年
間
八
○
○
ト
ン
以
下
と
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

和
解
が
成
立
し
た
。
そ
れ
以
降
、
砲
艦
を
載
せ
た
蒸
気
船
が
、
レ
ジ
社
所
属
の
現
地
の
仲
買
人
を
常
時
見
守
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
貿
易
の
砲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

艦
政
策
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
八
五
三
年
、
黄
色
の
パ
ー
ム
油
を
伝
統
的
な
白
い
マ
ル
セ
イ
ユ
石
鹸
に
近
づ
け
る
と
い
う
新
し
い
技
術
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
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図4　マルセイユにおける油性植物の地域別輸入の割合（％）

Q
Q
　
　
　
ρ
0
　
　
　
4
　
　
　
2
　
　
　
0

パ
ー
ム
油
需
要
の
増
加
を
見
越
し
て
、
レ
ジ
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
が
今
ま
で
以
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

パ
ー
ム
油
消
費
地
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
そ
も
そ
も
レ
ジ
社
が
当
時
取
り
扱
っ

て
い
た
貿
易
量
は
、
エ
ブ
リ
エ
潟
で
行
わ
れ
て
い
る
パ
ー
ム
油
貿
易
の
僅
か
二
～
三

％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
レ
ジ
社
所
属
の
現
地
の
仲
買
人
に
貿
易
量
を

増
や
す
よ
う
命
じ
た
。
こ
の
行
為
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
王
ピ
ー
タ
ー
ス
と
第

二
の
戦
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
に
お
け
る
パ
ー
ム
油
貿
易
を
、
沿
岸
に
設
置
さ
れ
た
フ
ラ
ン

ス
の
商
館
を
通
し
て
行
う
よ
う
現
地
人
に
強
制
す
る
た
め
に
、
一
八
五
三
年
に
二
回

の
軍
事
力
が
投
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
地
人
の
仲
買
人
お
よ
び
ジ
ャ
ッ
ク
ス
・
ジ

ャ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
王
所
属
の
商
人
集
団
の
妨
害
は
続
き
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
商
人
は
、

ジ
ャ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ッ
ク
ス
を
彼
ら
の
仲
買
人
と
し
て
送
り
込
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、

レ
ジ
は
、
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
で
貿
易
を
続
け
る
た
め
商
館
の
後
背
地
で
あ
る
エ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

リ
エ
潟
に
沿
っ
た
生
産
地
帯
を
政
治
的
・
軍
事
的
に
支
配
す
る
よ
う
訴
え
続
け
た
。

し
か
し
、
要
求
は
聞
き
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
レ
ジ
は
、
一
八
六
〇
年
最
終
的
に
象

牙
海
岸
か
ら
退
く
決
心
を
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
七
月
王
政
期
、
政
府
主
導
下
で
開
始
さ
れ
た
商
館
介
在
の
貿
易
は
、

砲
艦
政
策
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
が
、
第
二
帝
政
期
に
は
、
政
府
は
、
特
に
イ

ギ
リ
ス
の
送
り
こ
ん
だ
現
地
の
商
人
集
団
の
妨
害
を
止
め
る
ま
で
軍
事
力
を
投
入
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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一
方
、
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
と
同
時
期
に
フ
ラ
ン
ス
が
設
置
し
た
ガ
ボ
ン
の
商
館
は
、
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
と
は
異
な
っ
た
経
過
を
辿
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
～
八
四
三
年
、
ガ
ボ
ン
川
の
河
ロ
オ
ー
マ
ル
（
〉
⊆
臼
9
。
一
）
に
要
塞
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
を
軍
事
基
地
と
し
た
。
レ
ジ
は
セ
ネ
ガ

ル
総
督
ブ
エ
の
奨
励
に
従
い
、
｝
八
四
四
年
、
商
館
に
代
理
店
を
置
い
た
が
、
こ
の
商
館
を
軌
道
に
乗
せ
る
の
に
三
年
を
要
し
た
。
ガ
ボ
ン
の

商
館
も
政
府
が
商
入
を
誘
致
し
た
例
の
一
つ
で
あ
る
が
、
ガ
ボ
ン
が
軍
事
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
故
に
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人

は
単
な
る
商
館
に
よ
る
拠
点
貿
易
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
軍
事
力
の
後
押
し
を
持
っ
た
貿
易
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
従
っ
て
、

飛
躍
的
な
貿
易
の
発
展
が
期
待
で
き
た
の
で
あ
る
。
［
八
五
二
年
と
一
八
五
三
年
の
輸
出
入
の
総
額
を
比
較
す
る
と
、
　
万
四
五
〇
〇
フ
ラ
ン

か
ら
一
～
万
八
四
二
〇
フ
ラ
ン
に
増
加
し
、
わ
ず
か
～
年
間
で
約
八
倍
に
も
貿
易
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
確
固
た

る
軍
事
力
を
背
景
に
し
た
貿
易
は
、
そ
の
利
益
を
確
保
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

　
本
章
で
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
西
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
油
性
植
物
貿
易
を
し
て
い
た
か
を
、
地
域
別
に
追
っ
て
み
た
。

マ
ル
セ
イ
ユ
に
輸
入
さ
れ
た
全
油
性
植
物
の
う
ち
、
各
地
域
が
占
め
る
割
合
を
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
拠
点
と
し
た
地
域
を
中
心
に
比
較
し
た

も
の
が
図
4
で
あ
る
。
ダ
オ
メ
に
お
い
て
は
、
部
族
長
と
の
油
性
植
物
の
取
得
権
独
占
と
い
う
貿
易
協
定
が
消
失
し
た
こ
と
に
よ
り
ダ
オ
メ
か

ら
の
輸
入
の
割
合
は
減
少
し
た
が
、
一
八
六
二
年
に
ポ
ル
ト
ノ
ボ
を
保
護
領
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
三
共
和
政
期
に
は
輸
入
割
合
が
飛
躍
的

に
増
加
し
て
い
っ
た
こ
と
が
図
か
ら
読
み
取
れ
る
。
象
牙
海
岸
で
は
、
｝
八
六
〇
年
以
降
、
輸
入
を
取
り
や
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
地
部
族

の
動
き
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
求
め
た
政
府
の
支
援
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
年
と
一
致

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
別
輸
入
割
合
の
変
遷
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
貿
易
の
実
態
を
鮮
明
に
映
し
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

①
　
ウ
イ
ダ
ー
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
の
パ
ー
ム
油
の
輸
出
は
、
　
一
八
四
一
年
（
一
六

　
ト
ン
）
か
ら
一
八
五
〇
年
（
＝
一
〇
〇
ト
ン
）
に
増
加
。
　
U
き
ヨ
呂
戸
愚
．
鳥
卦

　
℃
．
①
O
．

②
ゆ
．
ω
簿
銘
8
の
5
爵
ぎ
ミ
軸
蒔
ミ
範
こ
偽
§
ミ
M
ミ
亀
智
蕊
§
げ
§
㌔
謎
隷
鷺
ミ

　
§
O
ミ
ミ
軸
§
』
Q
Q
恥
c
O
“
N
c
Q
認
同
℃
蝉
話
ω
¶
一
〇
〇
｝
．
P
一
二
l
N
O
ρ
o
冨
O
貧

　
O
鍵
ヨ
p
。
嵩
P
9
．
竃
野
P
①
9

③
　
O
雲
集
白
襲
魯
9
野
P
卜
。
郵

④
じ
印
．
ω
。
牙
巷
℃
①
ぴ
魯
ミ
も
．
卜
。
⊂
。
山
P
o
ぽ
9
同
U
毘
ヨ
p
・
ぢ
魯
．
ミ
も
・
0
7
舞

⑤
沁
§
ミ
s
§
護
身
け
㍉
P
。
。
9
も
．
ω
し
。
O
山
ら
。
ω
9

⑥
O
震
ヨ
房
戸
魯
ミ
も
．
鋒
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⑦
沁
§
ミ
ミ
。
ミ
ミ
魯
け
ω
（
同
O
Q
お
）
も
］
山
ρ
。
ま
冨
壇
U
磐
目
口
ぎ
’
§
ミ
も
．

　
綬
．

⑧
　
レ
ジ
は
、
三
年
聞
で
一
二
隻
の
外
洋
船
舶
を
買
い
、
三
五
万
フ
ラ
ン
を
投
資
し

　
た
。
U
窪
目
餌
ぎ
．
奪
ミ
旧
P
㎝
①
．

⑨
U
鋒
。
q
ヨ
p
。
言
§
9
p
㎝
メ
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第
三
章
　
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
（
植
民
地
拡
大
）
に
お
け
る
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
役
割

　
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
を
、
国
家
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
既
存
研
究
は
多
い
が
、
植
民
地
が
ど
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
っ
た
か
を
分
析
す
る
た

め
に
は
、
ど
の
場
所
が
植
民
地
と
し
て
候
補
と
な
り
、
護
ら
れ
、
支
配
が
広
げ
ら
れ
る
に
至
る
か
と
い
う
意
味
で
、
最
前
線
の
動
向
を
確
認
す

る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
、
植
民
地
の
最
前
線
で
航
路
構
築
を
し
、
商
人
の
貿
易
を
保
護
し
て
い
る
海
軍
に
焦
点
を
当
て
る
。
海
軍
は
、

マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
と
密
接
な
繋
が
り
を
持
っ
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、
時
と
し
て
国
家
の
戦
略
と
乖
離
し
て
い
て
も
、
裁
量
で
商
人
の
意
向
に

沿
う
形
で
任
務
を
遂
行
し
て
お
り
、
国
益
（
商
業
利
益
）
確
保
を
遵
守
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
と
国

家
の
媒
介
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
商
人
と
海
軍
の
行
動
こ
そ
が
、
～
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
西
ア
フ
リ
カ
全
体

の
植
民
地
拡
大
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
の
ギ
ニ
ア
湾
獲
得
を
可
能
に
し
て
い
く
。
そ
こ
で
本
章
は
、
商
人
と
海
軍
が
国
家
の
植
民
地
拡
大
政
策

に
影
響
を
与
え
う
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
例
を
通
し
て
示
す
こ
と
を
試
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
マ
ッ
ソ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
植
民
地
を
拡
大
す
る
過
程
に
お
け
る
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
と
政
府
間
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
。
彼
は
、
マ
ル

セ
イ
ユ
商
人
の
主
導
的
な
貿
易
活
動
が
、
植
民
地
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が
彼
ら
の
貿
易
を
十
分
に
護
り
き
れ
ず
、

結
果
と
し
て
西
ア
フ
リ
カ
の
貿
易
領
域
は
拡
大
し
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
、
政
府
が
そ
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
要
因
は
、
政
府
の

植
民
地
政
策
に
お
け
る
一
貫
性
の
な
さ
に
あ
る
と
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ッ
ソ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
拡
大
の
要
因
を
商
人
の

視
点
か
ら
導
き
出
そ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
マ
ッ
ソ
ン
が
指
摘
し
て
い
な
が
ら
も
原
因
を
究
明
し
て
い
な
い
、
「
政
府
の
一
貫
性
の

な
さ
」
の
原
因
を
、
政
府
に
よ
る
植
艮
地
政
策
の
変
遷
と
、
フ
ラ
ン
ス
外
交
上
最
も
重
要
と
い
え
る
対
イ
ギ
リ
ス
政
策
か
ら
言
及
し
、
そ
の
う
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え
で
、
第
三
の
主
体
で
あ
る
海
軍
を
入
れ
た
三
者
関
係
か
ら
、
植
民
地
拡
大
に
お
け
る
商
人
の
役
割
を
総
括
す
る
。

第
【
節
　
海
洋
覇
権
戦
略
と
西
ア
フ
リ
カ
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政
府
の
植
民
地
政
策
に
～
貫
性
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
明
ら
か
な
理
由
の
一
つ
に
、
七
月
号
政
事
か
ら
第
二
帝
政
期
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
政

府
が
植
民
地
政
策
を
変
更
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
復
古
王
政
シ
ャ
ル
ル
一
〇
世
統
治
の
末
期
一
八
三
〇
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
ア
ル
ジ
ェ
を

侵
攻
し
た
。
七
月
王
政
期
に
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
帝
国
に
組
み
込
む
こ
と
に
成
功
し
、
植
民
地
拡
張
策
の
積
極
的
な
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
通
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
的
地
位
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
二
帝
政
期
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
引
き
継
い
だ
植
民
地
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

全
大
陸
に
散
在
す
る
ほ
ど
拡
大
し
て
い
た
。
し
か
し
、
皇
帝
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
除
く
植
民
地
の
価
値
が
、
経
済
的
お
よ
び
海
洋
戦
略
的
に

見
て
低
い
と
評
価
し
て
お
り
、
全
て
を
維
持
す
る
に
は
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
七
月
王
政
期
に
実
施
さ
れ
て
い
た
無

計
画
な
植
民
地
政
策
を
非
難
し
、
地
中
海
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
南
ア
メ
リ
カ
の
ギ
ア
ナ
（
O
ξ
雪
①
）
の
み
が
、
将
来
の
商
業
拠
点
や
軍
事
基
地

と
し
て
必
要
で
あ
る
と
宣
言
す
る
こ
と
で
、
植
民
地
に
対
す
る
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
、
即
ち
植
民
地
の
選
択
と
集
中
の
必
要
性
を
示
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
姿
勢
か
ら
、
七
月
王
政
期
と
第
二
帝
政
期
で
は
、
植
民
地
政
策
が
大
き
く
変
更
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
ギ
ア
ナ
を
選
択
し
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
の
植
民
地
化
は
地
中
海
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
洋
覇
権
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
の
現
実
を
鑑
み
れ

ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
と
っ
て
植
民
地
と
は
、
海
洋
覇
権
戦
略
上
の
拠
点
と
い
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
大
西
洋
に
お
け
る
海
洋
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

権
を
考
え
る
時
、
ギ
ア
ナ
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
北
ア
メ
リ
カ
に
進
出
す
る
際
、
南
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
継
点
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
西
洋
の
海
洋
覇
権
戦
略
の
中
で
、
西
ア
フ
リ
カ
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
一
八
六
一
年

か
ら
一
八
七
〇
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
仏
英
問
の
領
土
譲
渡
交
渉
を
通
し
て
検
証
す
る
。
七
月
王
政
期
に
、
ア
ル
ジ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

リ
ア
は
、
拠
点
支
配
か
ら
領
土
拡
大
へ
と
植
民
地
化
を
成
功
さ
せ
、
第
二
帝
政
期
の
セ
ネ
ガ
ル
の
領
土
拡
大
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
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セ
ネ
ガ
ル
の
領
土
支
配
の
基
礎
を
築
い
た
と
い
わ
れ
る
セ
ネ
ガ
ル
総
督
フ
ェ
デ
ル
ブ
（
男
P
一
篇
7
①
戦
σ
Φ
）
は
、
第
二
帝
政
期
に
お
け
る
半
分
以
上

（一

ｪ
五
四
年
か
ら
一
八
六
一
年
、
一
八
六
一
二
年
か
ら
一
八
六
五
年
）
の
期
間
、
セ
ネ
ガ
ル
総
督
を
務
め
、
四
〇
〇
〇
人
の
遠
征
隊
を
指
揮
し
、
領
土

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

拡
大
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
セ
ネ
ガ
ル
に
囲
ま
れ
た
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
ガ
ン
ビ
ア
（
Ω
§
σ
邑
を
セ
ネ
ガ
ル
に
併
合
す
る
こ
と
に

よ
り
、
セ
ネ
ガ
ル
を
～
つ
に
ま
と
ま
っ
た
統
治
し
や
す
い
植
民
地
に
し
た
い
と
渇
望
し
て
い
た
。
～
方
、
ガ
ン
ビ
ア
は
治
安
の
悪
化
や
伝
染
病

に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
経
済
的
価
値
が
低
く
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
の
重
荷
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
当
局
は
、
こ
の
ガ
ン
ビ

ア
を
フ
ラ
ン
ス
に
譲
渡
し
、
交
換
と
し
て
ギ
ニ
ア
湾
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
支
配
の
拠
点
群
を
獲
得
す
る
と
い
う
条
件
を
フ
ラ
ン
ス
側
に
提
示
し

⑦た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
イ
ギ
リ
ス
側
は
国
内
で
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
ガ
ン
ビ
ア
譲
渡
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
一

八
七
〇
年
の
ガ
ン
ビ
ア
譲
渡
問
題
に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
討
論
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
植
民
地
政
策
を
考
察
し
て
み

　
⑧

よ
・
つ
Q

　
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
商
人
を
代
表
す
る
上
院
議
員
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
公
（
爵
①
O
鼻
①
鼠
ζ
き
。
冨
ω
8
目
）
と
前
植
民
地
大
臣
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
伯

（
丙
．
Ω
鑓
⇒
＜
羅
）
と
の
間
で
、
ガ
ン
ビ
ア
を
フ
ラ
ン
ス
に
譲
渡
す
る
こ
と
の
是
非
が
討
論
さ
れ
た
。
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
伯
は
、
経
済
的
利
益
が
少

な
い
こ
と
か
ら
ガ
ン
ビ
ア
を
譲
渡
す
る
べ
き
と
主
張
し
た
。
一
方
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
公
は
、
西
ア
フ
リ
カ
全
体
で
安
定
し
た
貿
易
航
路
を
獲

得
し
て
お
く
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
譲
渡
問
題
に
反
対
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
が
ガ
ン
ビ
ア
を
フ
ラ
ン
ス
に
譲
渡
し
て
し
ま
う
と
、
イ

ギ
リ
ス
本
国
か
ら
ギ
ニ
ア
湾
に
点
在
す
る
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
へ
の
航
路
が
、
ガ
ン
ビ
ア
を
内
包
す
る
完
全
な
面
の
支
配
に
成
功
す
る
で
あ
ろ
う

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
セ
ネ
ガ
ル
の
長
い
海
岸
線
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
西
ア
フ
リ
カ
に

お
け
る
貿
易
と
海
洋
の
主
導
権
喪
失
に
つ
な
が
る
と
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
公
は
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の

将
来
的
脅
威
を
取
り
除
く
た
め
、
経
済
的
に
価
値
の
低
い
ガ
ン
ビ
ア
を
フ
ラ
ン
ス
へ
譲
渡
す
る
こ
と
を
踏
み
と
ど
ま
っ
た
と
い
え
る
。
実
際
、

フ
ラ
ン
ス
は
、
一
八
六
六
年
時
点
で
セ
ネ
ガ
ル
の
ダ
カ
ー
ル
θ
舞
舞
）
に
、
海
軍
工
廠
も
併
設
さ
れ
た
本
格
的
な
基
地
を
設
置
し
て
お
り
、

こ
の
基
地
を
セ
ネ
ガ
ル
の
沿
岸
防
衛
だ
け
で
な
く
、
南
ア
メ
リ
カ
の
ギ
ア
ナ
に
向
け
た
航
路
（
海
洋
覇
権
）
の
拠
点
と
し
て
利
用
し
始
め
た
。
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こ
の
こ
と
か
ら
も
、
セ
ネ
ガ
ル
が
大
西
洋
の
海
洋
覇
権
戦
略
に
お
け
る
西
ア
フ
リ
カ
拠
点
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
こ

で
、
第
二
帝
政
期
に
お
い
て
植
民
地
の
選
択
と
集
中
が
行
わ
れ
た
際
、
セ
ネ
ガ
ル
が
そ
の
対
象
と
な
り
、
領
土
拡
大
政
策
を
施
行
さ
れ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
第
二
帝
政
期
、
西
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
ギ
ニ
ア
湾
の
拠
点
群
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
セ
ネ
ガ
ル
に
拠
点
を
置
く
ボ
ル
ド
ー
商
人
と
、
ギ
ニ
ア
湾
の
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
に
拠
点
に
置
く
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ラ
ン
ス
政
府
の
対
応
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。
一
八
五
六
年
、
レ
ジ
が
海
軍
・
植
民
地
大
臣
に
出
し
た
書
簡
に
よ
る
と
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商

人
は
ジ
ャ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ッ
ク
ス
を
は
じ
め
と
す
る
現
地
の
仲
買
人
を
フ
ラ
ン
ス
の
商
館
政
策
に
従
わ
せ
る
た
め
、
軍
事
介
入
と
内
陸
の
政
治

支
配
を
政
府
に
要
求
し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
前
年
に
提
出
さ
れ
た
セ
ネ
ガ
ル
総
督
フ
ェ
デ
ル
ブ
が
書
い
た
セ
ネ
ガ
ル
に

関
す
る
報
告
に
よ
れ
ば
、
セ
ネ
ガ
ル
に
お
け
る
政
府
の
対
応
は
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。
セ
ネ
ガ
ル
で
は
、
グ

ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
と
同
様
、
現
地
部
族
ム
ー
ア
人
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
商
人
の
貿
易
が
妨
害
さ
れ
て
い
た
が
、
フ
ェ
デ
ル
ブ
は
部
族
長
を
徹
底
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
抑
え
た
と
の
報
告
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
ー
マ
ラ
ン
は
、
政
府
に
よ
る
セ
ネ
ガ
ル
へ
の
積
極
的
関
与
と
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
へ
の
消

極
的
対
応
の
差
は
、
内
陸
支
配
を
め
ざ
す
セ
ネ
ガ
ル
と
商
業
拠
点
の
み
の
機
能
を
も
つ
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
に
お
け
る
植
民
地
規
模
の
違
い
に

由
来
す
る
も
の
で
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
レ
ジ
の
影
響
力
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
策
の
観
点
に
戻
れ
ば
、
第
二
帝
政
期
に
お
い

て
西
ア
フ
リ
カ
で
最
も
重
視
さ
れ
た
セ
ネ
ガ
ル
の
平
定
を
優
先
す
べ
き
で
あ
り
、
ギ
ニ
ア
湾
の
商
館
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
分
析

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
第
二
帝
政
期
、
政
府
に
よ
る
植
民
地
政
策
の
変
更
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
活
躍
す
る
ギ
ニ
ア
湾
商
館
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
前
述
の

レ
ジ
か
ら
海
軍
・
植
民
地
大
臣
へ
の
～
八
五
六
年
の
書
簡
は
、
こ
の
こ
と
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。
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政
府
は
、
我
々
の
商
品
の
た
め
の
新
し
い
販
路
を
開
き
、
交
換
に
現
地
の
積
荷
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
に
商
館
を
建
て
た
。
し
か



し
、
交
換
産
品
で
あ
る
パ
ー
ム
油
が
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
の
我
々
の
商
館
に
着
く
と
い
う
こ
と
を
我
々
が
確
信
で
き
な
い
限
り
、

保
有
す
る
こ
と
に
意
味
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
…
こ
の
魅
力
あ
る
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
に
お
け
る
貿
易
の
規
模
は
、
気
力
あ
る
、

の
み
大
き
く
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
を

力
強
い
組
織
の
も
と
で
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政
府
は
七
月
王
政
期
に
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
に
お
け
る
貿
易
の
可
能
性
を
予
測
し
、
商
人
を
誘
致
す
る
に
ま
で
至
る
。
し
か
し
第
二
帝
政
期
に

な
る
と
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
は
政
府
の
強
硬
な
保
護
を
要
請
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貿
易
活
動
継
続
の
た
め
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
、
七
月
王
政
期
の
積
極
的
な
植
民
地
拡
大
政
策
か
ら
、
第
二
帝
政
期
に
植
民
地
の
選
択
と
集
中
政
策
へ
と

変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ギ
ニ
ア
湾
に
対
す
る
政
府
の
姿
勢
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
批
判
し
た
七
月
王
政
期
の
無
計
画
な
植
民
地
拡
大
政
策
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
立
場
で
見
れ
ば
、
政
府
の
誘
致
を
受

け
た
形
で
の
ギ
ニ
ア
湾
進
出
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
～
方
、
第
二
帝
政
期
に
お
け
る
植
民
地
の
選
択
と
集
中
政
策
は
、
西
ア
フ
リ
カ
に

お
い
て
は
セ
ネ
ガ
ル
優
先
政
策
と
な
り
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
立
場
で
見
れ
ば
、
政
府
の
ギ
ニ
ア
湾
へ
の
消
極
的
介
入
に
よ
っ
て
貿
易
保
護
を

十
分
に
得
ら
れ
な
い
と
い
う
負
の
影
響
を
受
け
る
に
至
っ
た
。
こ
の
事
実
を
鑑
み
れ
ば
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
視
点
に
立
つ
マ
ッ
ソ
ン
が
、
政

府
の
植
民
地
政
策
に
は
一
貫
性
が
欠
如
し
て
い
る
と
判
断
し
た
理
由
は
明
ら
か
と
な
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

第
二
節
イ
ギ
リ
ス
対
策

　
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
世
紀
初
め
に
起
こ
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
敗
北
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
決
す
る
姿
勢
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
へ

の
配
慮
を
見
せ
る
と
い
う
弱
腰
外
交
に
転
換
し
、
そ
の
姿
勢
は
、
七
月
王
政
や
第
二
帝
政
に
お
い
て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
根
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
あ
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
圧
倒
的
な
海
軍
力
で
あ
る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
配
慮
は
商
人
レ
ベ
ル
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ダ
心
墨
王
国
の
ウ
ィ
ダ
ー
商
館
に
掲
げ
ら
れ
た
白
く
縁
取
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
三
色
旗
が
そ
の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
ダ
オ
メ
は
イ
ギ
リ
ス
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植
民
地
ラ
ゴ
ス
（
罫
o
q
o
ω
）
の
あ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
レ
ジ
に
商
館
を
建
て
る
こ
と
を
許
可
し
た

も
の
の
、
公
式
拠
点
と
し
て
は
許
可
し
な
い
と
宣
言
す
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
を
刺
激
す
る
こ
と
を
避
け
た
。
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
方

針
が
、
白
く
縁
取
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
三
色
旗
と
な
っ
て
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
に
お
い
て
、
政
府
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
配
慮
の
姿
勢
が
商
人
の
貿
易
活
動
に
ど
う
影
響
し
た
か
が
、
レ
ジ
か

ら
海
軍
・
植
民
地
大
臣
に
出
さ
れ
た
一
八
五
六
年
の
書
簡
か
ら
推
察
で
き
る
。

66 （66）

七
月
王
政
の
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
治
世
が
、
外
国
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
弱
腰
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々
の
影
響
力
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残

念
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
治
世
で
は
、
少
し
も
許
さ
な
い
と
い
う
強
硬
姿
勢
を
と
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
…
外
国
の
物
々
交
換
者
と
ジ
ャ
ッ
ク

ス
・
ジ
ャ
ッ
ク
ス
と
の
直
接
の
取
引
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
こ
れ
に
違
反
し
て
潟
を
渡
る
船
を
拘
束
す
る
と
、
現
地
住
民
に
明
言
す

る
べ
き
で
あ
る
。
…
商
館
が
今
日
あ
る
よ
う
な
嘆
か
わ
し
く
屈
辱
的
な
状
態
の
ま
ま
な
ら
、
そ
し
て
こ
の
哀
れ
な
状
況
を
変
え
る
た
め
に
何
も
し
な
い
の

な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
貿
易
は
こ
の
地
域
を
放
棄
す
る
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
弱
腰
姿
勢
の
た
め
、
物
々
交
換
者
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
違
法
な
貿
易
を
許
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
抗
す
る
た

め
、
レ
ジ
は
、
政
府
に
対
し
て
強
硬
な
態
度
を
要
請
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
イ
ギ
リ
ス
政
策
は
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
弱
腰
姿
勢
を
公
に
示
し
続
け
る
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
抗
す
る
力
を
密
か

に
築
く
よ
う
尽
力
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
一
八
三
〇
年
の
ア
ル
ジ
ェ
侵
攻
に
よ
り
、
地
中
海
で
イ
ギ
リ
ス
に
対
抗
で
き
る
フ
ラ
ン
ス
の
存
在
を

示
し
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ギ
ニ
ア
湾
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
存
在
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
が
ガ
ボ
ン
で
あ
っ
た
。
一
八
三
七

年
か
ら
奴
隷
貿
易
の
鎮
圧
の
た
め
、
海
軍
大
尉
ブ
エ
は
、
調
査
の
名
目
で
、
ガ
ボ
ン
の
ロ
ペ
ッ
ツ
岬
（
ピ
8
Φ
N
）
ま
で
、
地
方
の
部
族
長
と
友

好
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
。
ガ
ボ
ン
川
の
両
岸
で
一
八
三
九
年
か
ら
一
八
四
一
年
に
か
け
て
友
好
関
係
を
築
い
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
一
八
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⑬

四
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
・
ガ
ボ
ン
条
約
を
結
び
、
フ
ラ
ン
ス
は
ガ
ボ
ン
を
植
民
地
化
で
き
た
の
で
あ
る
。
バ
テ
ス
テ
イ
が
、
「
イ
ギ
リ
ス
の
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
対
抗
し
た
隠
れ
た
戦
い
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
外
在
留
者
の
貿
易
支
配
を
広
げ
る
。
扁
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
七
月
王
政
期
か
ら
、
そ

し
て
植
民
地
の
選
択
と
集
申
政
策
が
行
わ
れ
た
第
一
一
帝
政
期
に
お
い
て
も
、
ガ
ボ
ン
は
、
セ
ネ
ガ
ル
と
ガ
ボ
ン
の
間
で
移
動
す
る
商
人
の
貿
易

航
路
の
安
全
確
保
に
貢
献
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
抗
で
き
る
植
民
地
、
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
へ
の
抑
止
力
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
ガ
ン
ビ
ア
譲
渡

交
渉
の
過
程
で
ガ
ボ
ン
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
こ
そ
が
、
こ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
即
ち
、
一
八
六
四
年
、
フ
ェ
デ
ル
ブ
は
、

ガ
ン
ビ
ア
の
譲
渡
を
得
る
た
め
に
交
換
と
し
て
ガ
ボ
ン
を
イ
ギ
リ
ス
側
に
提
示
し
た
。
こ
の
提
案
は
、
ガ
ボ
ン
を
放
棄
し
て
で
も
セ
ネ
ガ
ル
の

安
定
し
た
領
土
拡
大
を
目
指
し
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
ガ
ボ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
脅
威
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
、
フ
ェ
デ
ル
ブ
が
既
に
認
識
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
ガ
ボ
ン
を
交
換
地
と
し
て
提
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
ギ
ニ
ア
湾
に
お
け
る
両
国
の
商
館
設
置
競
争
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
対
抗
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
。
イ
ギ
リ
ス
が
一
八
四
二
年
ギ
ニ
ア

湾
の
沿
岸
に
古
い
要
塞
を
再
占
拠
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
四
か
月
後
、
フ
ラ
ン
ス
は
ガ
ボ
ン
、
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
、
及
び
ア
シ
ニ
に
商
館
建

設
の
た
め
予
算
を
拠
出
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
配
慮
の
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
を
追
い
越
そ
う
と
す
る
対
抗

意
識
の
表
れ
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
配
慮
と
対
抗
の
狭
間
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ガ
ボ
ン
軍
事
基
地
を
第
二
帝
政
期
に
お
い
て
も
保
持
し
続
け
た
。
ガ
ボ
ン
の

存
在
こ
そ
が
、
後
の
イ
ギ
リ
ス
と
の
植
民
地
獲
得
競
争
の
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
く
。
ギ
ニ
ア
湾
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
対
抗
か
ら
ガ
ボ

ン
を
保
持
し
続
け
た
こ
と
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
に
と
っ
て
、
貿
易
利
益
の
保
持
に
貢
献
し
て
い
た
と
考
察
で
き
る
。

第
三
節
　
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
と
政
府
と
海
軍
と
の
関
係

マ
ッ
ソ
ン
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
当
初
自
力
で
ギ
ニ
ア
湾
に
進
出
し
貿
易
活
動
を
始
め
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
政
府
が
ギ
ニ
ア
湾
に
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関
心
を
持
ち
、
拠
点
を
拡
大
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
植
民
地
拡
大
に
貢
献
し
た
役
割
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

ド
ー
マ
ラ
ン
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
に
よ
る
こ
う
し
た
積
極
的
行
動
を
、
植
民
地
拡
大
へ
の
貢
献
と
捉
え
る
こ
と
に
異
を
唱
え
て
い
る
。

一
方
、

68　（68）

本
来
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
は
植
民
地
化
を
主
導
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
海
岸
の
部
族
長
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
、
安
全
で
円

滑
な
貿
易
を
展
開
す
る
方
法
を
求
め
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
彼
ら
が
政
府
に
帝
国
主
義
を
求
め
た
の
は
、
～
八
四
七
～
四
入
年
と
一
八
五
三
～
五
六
年
に

勃
発
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ッ
ク
ス
と
の
パ
ー
ム
油
争
奪
戦
、
～
八
六
三
～
六
八
年
の
ボ
ル
ト
・
ノ
ボ
に
お
け
る
保
護
領
要
求
の
時
の
み
で
あ
る
。
こ

の
動
き
は
常
に
、
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
油
性
植
物
貿
易
の
流
れ
を
支
配
し
た
い
と
い
う
目
的
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
～
時
的
な
軍
事
干
渉
や
保
護
領
設

置
の
要
求
は
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
も
し
く
は
現
地
の
王
や
部
族
長
と
の
競
争
に
直
面
し
、
貿
易
活
動
が
妨
害
さ
れ
る
の
を
く
い
止
め
る
手
段
と
し
て
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
い
た
。
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
に
と
っ
て
帝
国
主
義
は
、
彼
ら
の
商
業
活
動
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
局
面
で
の
み
求
め
た
方
策
と
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ド
ー
マ
ラ
ン
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
や
現
地
の
王
と
の
パ
ー
ム
油
獲
得
競
争
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
時
に
、
起
死
回

生
の
策
と
し
て
、
政
府
に
軍
事
干
渉
や
保
護
領
設
置
の
要
求
を
し
た
に
す
ぎ
ず
、
植
民
地
拡
大
を
意
図
し
て
政
府
の
保
護
を
求
め
た
わ
け
で
は

な
い
と
解
釈
し
て
い
る
。
即
ち
植
民
地
拡
大
は
、
貿
易
活
動
を
軍
事
的
に
支
援
し
た
結
果
と
し
て
の
現
象
と
捉
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
商
人
側
が
政
府
に
影
響
を
持
ち
う
る
と
の
解
釈
は
、
植
民
地
史
に
、
よ
り
重
層
的
な
考
察
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

植
民
地
拡
大
に
は
、
長
期
的
視
点
が
不
可
欠
で
あ
り
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
政
府
に
対
し
て
ギ
ニ
ア
湾
へ
の
関
心
を
喚
起
し
た
と
い
う
単
発
的

な
出
来
事
の
み
で
評
価
す
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
第
二
帝
政
期
の
国
策
が
マ
ル
セ
イ
ユ
商
入
に
負
の
影
響
を
与
え
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
八
八
○
年
代
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
植
民
地
拡
大
競
争
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
が
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
優
位
性

を
結
果
的
に
保
て
た
事
実
と
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
ギ
ニ
ア
湾
で
貿
易
活
動
を
継
続
で
き
た
事
実
に
鑑
み
、
長
期
的
視
点
で
、
商
人
と
政
府
と

更
に
は
実
際
に
植
民
地
で
商
人
を
護
っ
て
い
た
海
軍
と
の
三
者
の
関
係
の
変
化
に
雷
及
し
な
が
ら
、
植
民
地
拡
大
要
因
を
探
る
こ
と
が
必
要
と
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考
え
る
。

　
そ
も
そ
も
、
七
月
王
政
期
の
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
や
第
二
帝
政
期
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
、
植
民
地
獲
得
の
主
導
権
を
現
地
の
実
行
者
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
海
軍
将
校
に
与
え
て
い
た
。
従
っ
て
、
七
月
王
政
期
、
海
軍
大
尉
ブ
エ
が
ギ
ニ
ア
湾
の
拠
点
を
広
げ
、
ガ
ボ
ン
を
植
民
地
化
し
、
商
人
の
貿

易
保
護
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
第
二
帝
政
期
に
お
い
て
も
、
継
続
的
に
貿
易
を
保
護
し
、
レ
ジ
の
求
め
に
応
じ
て
ポ
ル
ト
ノ
ボ

（
℃
O
吋
酔
O
－
2
0
く
O
）
を
保
護
領
化
し
た
こ
と
は
、
海
軍
将
校
の
主
体
性
か
ら
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ギ
ニ
ア
湾
に
お
け
る
マ
ル
セ
イ

ユ
商
人
の
活
動
は
、
国
策
に
よ
り
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
か
ら
の
撤
退
へ
と
制
約
を
受
け
る
一
方
、
海
軍
の
主
体
性
に
よ
っ
て
貿
易
保
護
と
い
う

利
益
を
享
受
で
き
て
い
た
と
い
え
る
。

　
七
月
王
政
期
、
レ
ジ
は
自
力
で
ギ
ニ
ア
湾
に
進
出
し
た
が
、
貿
易
活
動
を
継
続
的
に
支
援
し
た
の
は
海
軍
大
尉
ブ
エ
で
あ
っ
た
。
政
府
の
関

心
が
ギ
ニ
ア
湾
に
向
き
商
人
を
誘
致
し
た
際
、
ボ
ル
ド
ー
や
ナ
ン
ト
商
人
が
躍
序
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
し
い
市
場
へ
の
挑
戦
と
し
て
レ

ジ
が
参
加
し
た
の
は
、
ブ
エ
と
の
個
人
的
な
繋
が
り
を
通
し
て
、
新
規
開
拓
市
場
で
の
海
軍
に
よ
る
貿
易
保
護
へ
の
ゆ
る
ぎ
な
い
期
待
が
あ
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
商
人
と
海
軍
の
関
係
を
礎
と
し
て
、
七
月
王
政
期
に
、
第
二
帝
政
期
に
向
け
て
の
植
民
地
拡
大

の
基
礎
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

　
～
八
五
九
年
以
降
、
レ
ジ
は
、
ダ
オ
十
王
ゲ
ゾ
と
の
貿
易
独
占
と
保
護
の
協
定
を
失
い
、
王
の
息
子
グ
レ
グ
レ
の
襲
撃
や
、
そ
れ
に
対
抗
し

て
イ
ギ
リ
ス
が
軍
事
行
動
す
る
と
の
噂
も
飛
び
交
う
中
、
ギ
ニ
ア
湾
で
の
貿
易
保
護
が
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
一
八
六
二
年
、
ウ
イ
ダ
ー

か
ら
撤
退
し
た
。
時
を
お
か
ず
、
レ
ジ
は
、
ウ
ィ
ダ
ー
の
近
く
に
あ
る
、
ポ
ル
ト
ノ
ボ
に
商
館
を
建
て
、
安
定
し
た
貿
易
活
動
を
望
み
、
ポ
ル

ト
ノ
ボ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
干
渉
を
将
校
に
要
求
し
た
。
そ
の
将
校
と
は
、
一
八
六
一
年
か
ら
黄
金
海
岸
や
ガ
ボ
ン
の
商
館
の
最
高
指
揮
官

で
あ
り
、
ガ
ボ
ン
を
起
点
に
ギ
ニ
ア
湾
で
貿
易
活
動
を
行
う
商
人
を
守
る
任
務
に
就
い
て
い
た
海
軍
准
将
デ
ィ
ド
ロ
θ
幕
葺
）
で
あ
る
。
彼

は
、
こ
の
ポ
ル
ト
ノ
ボ
が
イ
ギ
リ
ス
の
商
館
に
近
い
こ
と
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
配
慮
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
政
策
を
考
慮
し
、
た
め
ら
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
が
、
そ
れ
で
も
商
人
の
要
請
を
優
先
し
、
一
八
六
三
年
、
ポ
ル
ト
ノ
ボ
の
王
ソ
ジ
（
ω
・
巳
と
保
護
領
の
条
約
を
結
ん
だ
。
こ
の
事
例
か
ら
、
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レ
ジ
と
海
軍
将
校
の
関
係
の
深
さ
が
、
た
め
ら
い
を
乗
り
越
え
、
商
人
に
有
利
に
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
レ
ジ
と
海
軍
将
校
の
関
係
は
七
月

王
政
期
に
遡
る
が
、
海
軍
大
尉
ブ
エ
の
誘
致
に
従
い
、
レ
ジ
は
ガ
ボ
ン
の
商
館
に
代
理
店
を
置
き
、
第
二
帝
政
期
に
は
、
飛
躍
的
な
貿
易
利
益

を
生
み
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
海
軍
主
導
の
も
と
で
行
わ
れ
た
ガ
ボ
ン
へ
の
商
人
の
誘
致
に
同
意
し
た
の
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
み
で
あ

り
、
海
軍
将
校
と
の
関
係
の
基
礎
は
そ
こ
で
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
海
軍
将
校
の
期
待
に
見
事
に
こ
た
え
、
貿
易
利
益
を
生
み
出
し
た
マ

ル
セ
イ
ユ
商
人
に
対
し
て
、
海
軍
が
彼
ら
の
直
接
の
要
請
に
応
え
る
形
で
保
護
領
化
し
た
結
果
こ
そ
が
、
植
民
地
拡
大
に
貢
献
し
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　
七
月
王
政
期
、
政
府
は
、
植
民
地
拡
大
政
策
を
採
用
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
ギ
ニ
ア
湾
で
の
貿
易
拡
大
を
目
指
し
た
。

そ
の
と
き
植
民
地
の
前
線
に
い
る
海
軍
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
貿
易
活
動
を
保
護
し
な
が
ら
ギ
ニ
ア
湾
に
お
け
る
海
洋
航
路
の
確
保
に
尽
力

し
て
い
た
。
一
方
、
第
二
帝
政
期
に
な
る
と
、
政
府
は
海
洋
覇
権
戦
略
を
重
視
し
た
植
罠
地
政
策
へ
と
舵
を
切
り
、
さ
ら
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦

争
敗
北
後
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
弱
腰
外
交
政
策
も
加
わ
っ
た
た
め
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
貿
易
活
動
は
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
と
き
海
軍
は
、
政
体
の
変
化
に
よ
る
植
民
地
政
策
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
人
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
、
ギ
ニ
ア
湾
で
の
貿

易
保
護
活
動
を
継
続
さ
せ
、
貿
易
の
よ
り
確
か
な
保
護
と
い
う
目
的
で
保
護
領
化
を
願
い
出
た
商
人
の
要
求
に
応
え
て
い
る
。
商
人
の
植
民
地

拡
大
に
お
け
る
役
割
を
議
論
す
る
場
合
、
マ
ッ
ソ
ン
や
ド
ー
マ
ラ
ン
の
先
行
研
究
者
の
よ
う
に
商
人
と
政
府
の
二
者
関
係
の
み
に
注
目
す
る
の

で
な
く
、
商
人
O
政
府
O
海
軍
と
い
う
三
者
関
係
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
商
人
の
動
き
の
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

①
竃
違
ω
8
．
§
ミ
も
．
鳶
O
ム
ー
ピ

②
宮
下
雄
～
郎
「
フ
ラ
ン
ス
海
軍
と
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
し
田
所
昌
幸
編
『
ロ

　
イ
ヤ
ル
：
不
イ
ヴ
ィ
ー
と
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
臨
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
、
　
一

　
七
七
頁
一
二
〇
四
頁
。

③
七
月
王
政
期
に
拡
大
さ
れ
た
植
民
地
　
ア
ジ
ア
（
℃
。
巳
誤
払
蔓
’
閤
島
田
鉾

団
磐
8
p
・
ζ
讐
ρ
O
匡
磐
鳥
Φ
毎
勉
ゆ
q
o
「
）
ア
フ
リ
カ
（
セ
ネ
ガ
ル
、
西
海
岸
の
商
館
、

幻
Φ
縣
臨
O
資
窯
p
。
《
O
露
ρ
三
〇
ω
《
－
じ
d
ρ
ω
蝕
郎
ぐ
日
鍵
稗
？
α
①
・
ζ
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α
餌
σ
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鋤
ω
O
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。
H
）
ア
メ
リ
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（
ζ
母
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鉱
ρ
ロ
ρ
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Φ
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Φ
る
ξ
磐
ρ
Q
。
§
馬
Φ
冥
Φ
あ
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器
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G
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諮
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オ
セ
ア

ニ
ア
（
↓
p
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簿
ζ
　
Φ
ω
ζ
曽
β
ロ
羅
ω
）
。
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目
略
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蝿
氏
ミ
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魯
〉
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霞
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．
卜
⊃
¶
〉
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一九世紀中葉フランス植民地拡大における海港都市マルセイユ商人の役割（杉本）

　
Φ
誤
1
ゆ
刈
0

④
第
二
帝
政
の
フ
ラ
ン
ス
の
海
洋
戦
略
に
関
し
て
、
杉
本
、
前
掲
論
文
二
〇
〇
九

　
年
参
照
。

⑤
一
八
一
五
年
ウ
ィ
…
ン
会
議
で
、
セ
ネ
ガ
ル
の
商
館
が
再
び
フ
ラ
ン
ス
の
所
有

　
と
な
り
、
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
取
引
が
復
活
し
た
。
主
に
大
西
洋
岸
の
港
、
ボ
ル
ド
ー

　
や
ナ
ン
ト
の
商
人
が
セ
ネ
ガ
ル
に
進
鐵
し
た
。
第
二
帝
政
期
、
セ
ネ
ガ
ル
総
督
フ

　
ェ
デ
ル
ブ
が
武
力
に
よ
り
セ
ネ
ガ
ル
の
領
土
拡
大
を
実
施
し
た
。
o
羅
O
錠

　
じ
σ
9
。
嘗
Φ
ω
菖
醇
」
」
8
N
9
．
h
鈍
．
P
O
O
9

⑥
し
u
p
器
ω
菖
け
b
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レ
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メ
影
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．
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。
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ゐ
。
。
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⑦
属
9
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茜
話
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ω
¶
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．
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も
」
ω
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田
霧
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ω
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巴
冨
ヨ
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聾
く
U
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σ
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ω
．
匹
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Φ
ω
6
。
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巳
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壼
轟
鼠
警

　
け
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p
・
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8
ω
玖
8
0
h
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節
ヨ
7
ω
ω
。
卸
ω
鳥
。
≦
O
↓
O
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レ
Q
。
刈
ρ

お
　
わ
　
り
　
に

⑨
〉
裳
Q
。
円
乞
＼
H
＼
卜
。
切
」
Φ
葺
Φ
α
Φ
＜
．
力
罐
…
ω
餌
＝
憲
塁
8
山
Φ
冨
ζ
電
器
磐
仙
Φ
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O
o
δ
蝕
Φ
ω
■
一
H
甘
ぼ
一
Q
。
も
n
①
■

⑩
U
差
日
接
p
魯
．
ミ
も
．
q
。
。
．

⑪
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
力
に
つ
い
て
は
、
宮
下
、
前
掲
論
文
一
七
七
頁

　
－
二
〇
四
頁
を
参
照
。

⑫
｝
－
国
女
α
Q
ジ
ト
題
沁
甜
諺
ミ
へ
b
織
ぎ
博
ミ
い
」
軸
ミ
§
§
軸
ミ
誌
誉
鳩
ミ
ミ
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♪
お
禽
．
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一
6
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愚
．
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舞
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p
卜
⊃
卜
。
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N
魯
．
6
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。
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｝
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．
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⑯
じ
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．
㊤
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①
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⑰
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ヨ
p
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葺
曾
ミ
も
．
＄

　
本
稿
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
に
焦
点
を
当
て
、
一
九
世
紀
中
葉
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
商
人
が
植
民
地
拡
大
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
た
の
か
を
検
証
し
た
。
既
存
研
究
の
多
く
は
、
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
を
国
家
の
視
点
か
ら
の
み
捉
え
て
分
析
し
て
い
る
が
、
本
稿
は
、
植
民

地
拡
大
を
商
人
・
政
府
・
海
軍
と
い
う
三
者
の
関
係
を
通
し
た
動
き
か
ら
捉
え
る
こ
と
で
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
、
そ
の
後
の
第
三
共
和
政
に

お
け
る
植
民
地
拡
大
の
礎
と
な
り
え
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
西
ア
フ
リ
カ
の
ギ
ニ
ア
湾
に
進
出
し
た
背
景
と
し
て
、
先
ず
、
　
八
三
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
が
ア
ル
ジ
ェ
を
侵
攻
し
、
そ

の
後
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
植
民
地
化
に
成
功
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
中
海
に
お
け
る
海
洋
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高
ま

り
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
大
西
洋
貿
易
に
参
加
し
や
す
い
状
況
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
の
背
景
と
し
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ
が
早
く
か

ら
機
械
工
業
を
発
展
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
商
業
航
海
に
特
化
し
た
艦
船
機
械
の
分
野
で
、
マ
ル
セ
イ
ユ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
他
港
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の
ど
こ
よ
り
も
先
ん
じ
て
お
り
、
有
力
な
船
主
が
誕
生
し
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
ら
が
早
期
に
蒸
気
船
を
導
入
し
た
こ
と
こ
そ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
優

位
性
を
示
し
て
い
る
。
彼
ら
は
こ
れ
を
海
運
業
に
活
か
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
と
し
て
西
ア
フ
リ
カ
に
進
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
は
、
石
鹸
産
業
を
再
興
す
べ
く
、
原
材
料
と
し
て
不
足
す
る
石
鹸
油
脂
を
求
め
て
ギ
ニ
ア
湾
（
ダ
オ
メ
）
へ
と
政
府
に
先

駆
け
て
進
出
し
、
商
業
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
で
、
政
府
に
ギ
ニ
ア
湾
の
重
要
性
を
認
知
さ
せ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
七
月
王
政
期
の
積
極
的
な

植
民
地
拡
大
政
策
の
も
と
、
ギ
ニ
ア
湾
の
新
た
な
市
場
（
グ
ラ
ン
・
バ
ッ
サ
ム
や
ガ
ボ
ン
な
ど
）
に
商
人
を
誘
致
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
に
唯

一
承
諾
し
た
の
は
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ギ
ニ
ア
湾
に
既
に
進
出
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
存
在
は
、
政
府
に
よ
る
弱
腰

の
外
交
政
策
の
た
め
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
貿
易
を
制
限
す
る
要
因
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
政
府
は
ガ
ボ
ン
を
軍
事
基
地
と
し
、

マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
は
海
軍
の
保
護
の
も
と
で
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ガ
ボ
ン
は
ギ
ニ
ア
湾
に
お
い
て
最
も
南
に
位
遣
す
る

基
地
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
そ
れ
を
脅
威
と
捉
え
て
い
た
こ
と
が
、
ガ
ン
ビ
ア
の
譲
渡
交
渉
の
過
程
か
ら
推
察
で
き
る
。

　
第
二
帝
政
期
に
な
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
植
民
地
政
策
を
、
拡
大
路
線
か
ら
選
択
と
集
中
路
線
へ
と
変
更
し
た
。
海
洋
覇
権
戦
略
の
も

と
、
大
西
洋
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
海
洋
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
植
民
地
と
し
て
、
西
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
セ
ネ
ガ
ル
が
最
も
重
要
視
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
ギ
ニ
ア
湾
の
商
館
で
貿
易
活
動
を
し
て
い
た
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
は
、
政
府
の
貿
易
保
護
の
弱
ま
り
に
よ
っ
て
、
グ
ラ
ン
・
バ

ッ
サ
ム
か
ら
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
や
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ル
セ
イ
ユ

商
人
は
、
ガ
ボ
ン
を
統
括
す
る
海
軍
に
支
え
ら
れ
、
貿
易
活
動
を
継
続
し
続
け
、
後
の
植
民
地
拡
大
に
不
可
欠
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

　
植
民
地
拡
大
に
お
け
る
商
人
の
役
割
に
つ
い
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
研
究
者
で
あ
る
マ
ッ
ソ
ン
は
、
七
月
王
政
期
に

マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
先
導
的
に
ギ
ニ
ア
湾
へ
進
出
し
た
こ
と
が
、
政
府
に
よ
る
植
民
地
拡
大
へ
貢
献
し
た
と
雷
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ド
ー
マ

ラ
ン
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
が
企
業
自
体
の
未
熟
さ
を
補
う
冒
的
で
、
第
二
帝
政
期
に
政
府
に
対
し
て
貿
易
保
護
を
要
求
し
続
け
た
こ
と
が
、

結
果
的
に
植
民
地
拡
大
に
貢
献
し
た
と
分
析
し
て
い
る
。
彼
ら
は
政
府
と
商
人
の
二
者
の
関
係
に
注
目
し
、
主
と
し
て
商
人
の
視
点
か
ら
植
民

地
拡
大
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
は
、
商
人
の
貿
易
活
動
を
保
護
す
る
と
同
時
に
、
ギ
ニ
ア
湾
の
海
洋
航
路
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を
確
保
す
る
こ
と
に
尽
力
す
る
海
軍
と
い
う
第
三
の
主
体
を
加
え
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
・
政
府
・
海
軍
の
三
者
の
関
係
か
ら
、
植
民
地
拡
大

に
お
け
る
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
役
割
を
導
き
出
す
こ
と
を
試
み
た
。

　
七
月
王
政
期
に
軍
事
基
地
と
な
っ
た
ガ
ボ
ン
は
、
実
行
部
隊
で
あ
る
海
軍
が
積
極
的
な
植
民
地
拡
大
政
策
を
施
行
す
る
際
、
海
軍
基
地
と
し

て
の
役
割
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
商
人
の
貿
易
を
保
護
す
る
拠
点
、
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
対
抗
す
る
抑
止
力
と
も
な
っ
た
。
第
二
帝
政
期
、

政
府
の
植
民
地
政
策
が
変
更
し
て
も
、
ガ
ボ
ン
が
保
持
さ
れ
た
の
は
、
ギ
ニ
ア
湾
が
海
洋
戦
略
上
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る
海
軍
が
、
別
の
視

点
、
つ
ま
り
ギ
ニ
ア
湾
が
い
か
に
国
益
（
マ
ル
セ
イ
ユ
の
商
業
利
益
）
に
資
す
る
か
を
政
府
に
示
す
こ
と
で
、
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
残
し
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
脅
威
を
保
持
し
続
け
よ
う
と
し
た
た
め
と
推
察
で
き
る
。
海
軍
に
よ
る
ガ
ボ
ン
の
保
持
こ
そ
が
後
の

植
民
地
拡
大
の
基
礎
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
貿
易
活
動
の
保
護
は
、
海
軍
の
主
導
権
の
も
と
で
な
さ
れ
た
。
海
軍
が
、
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
貿
易
活
動
を
保
護
し
、

更
に
は
裁
量
で
も
っ
て
保
護
領
化
の
要
求
を
聞
き
入
れ
た
の
は
、
七
月
王
政
期
に
政
府
の
誘
致
に
唯
｝
承
諾
し
、
海
軍
と
と
も
に
ギ
ニ
ア
湾
へ

と
進
出
し
て
い
っ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
と
海
軍
と
の
深
い
繋
が
り
か
ら
実
現
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
た
い
と
考
え
る
海

軍
自
身
の
思
惑
と
、
商
人
と
の
密
接
な
繋
が
り
に
よ
り
、
海
軍
は
マ
ル
セ
イ
ユ
商
人
の
貿
易
を
継
続
的
に
保
護
し
た
。
そ
の
事
実
こ
そ
第
三
共

和
政
の
西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
植
民
地
拡
大
へ
と
つ
な
が
つ
た
と
い
え
よ
う
。

　
西
ア
フ
リ
カ
で
は
、
一
八
八
○
年
代
以
降
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
に
よ
る
植
民
地
拡
大
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
そ
の
時
、
商
人
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
神
戸
大
学
大
学
院
修
了
）
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of　the　captains’　maritime　activities，　and　a　loose　segmentation　in　the　regions

of　maritime　activity　occurred　according　to　the　region　of　origin．　The

employment　of　crewmeR，　the　paying　of　wages，　the　handling　of　cargo　and

determination　of　the　route　were　carried　out　according　to　the　captains’

orders．　Places　with　a　demand　for　goods　produced　in　localities　associated　with

a　ship’s　captain　or　places　that　produced　goods　that　were　in　demand　became

important　destinations　for　these　captains．　As　new　markets　for　local　goods

were　created　by　colonial　trade　and　military　activity，　the　captains’　area　of

maritime　activity　changed　correspondingly．　And　yet，　this　change　did　not

greatly　alter　the　scope　of　the　traditional　activities　of　the　captains，　and　the

change　was　ultimately　confined　within　the　scope　of　the　coastal　trade．　The

captains　altered　the　extant　of　their　maritime　activities　in　response　to　the

trends　in　the　market　while　implementing　geographic　segmentation　but

within　the　categories　of　grand　cabotage　and　Petit　cabotage．

The　Role　of　the　Merchants　of　Marseilles　in　Colonial　Expansion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　the　Mid－19ti’　Century

by

SUGIMOTO　Tokil〈o

　　This　article　focuses　on　the　merchants　of　Marseilles　to　examine　the　role

they　played　in　FreRch　colonial　expaRsion　of　the　mid－19th　century．　The

majority　of　previous　studies　discuss　French　imperialism　only　from　the

viewpoint　of　the　nation　state．　This　article，　however，　investigates　each　role　in

colonial　expaRsion　played　by　three　different　actors，　i．e．，　tke　merchants　of

Marseilles，　the　navy　and　the　government，　for　the　purpose　of　examining

whether　French　West　Africa　was　main　contributor　to　the　colonia｝　expansion

in　the　Third　Republic．

　　The　expansioR　of　trade　by　the　merchants　of　Marseilles　was　brought　about

by　the　following　three　factors：　the　securing　of　the　sea　｝anes　from　the

Mediterranean　to　the　Atlantic　after　France　succeeded　in　colonizing　Algeria

in　1830，　the　appearance　of　influentia｝　ship　owners　（who　were　also　merchants），

and　the　development　of　machine　industries，　particularly　machinery　for

vessels　specialized　in　commercial　voyages．　ln　order　to　solve　the　lack　of　oil一
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producing　ingredients　for　soap　making，　the　merchants　of　Marseilles　ventured

into　the　Gulf　of　Guinea，　participating　in　the　Atlantic　trade　with　the　goal　of

importing　oleaginous　plants．　During　the　period　of　the　July　Monarchy，　the

merchants　of　Marseilles　were　active　in　trade　in　the　Gulf　of　Guinea　prior　to

the　government　intervention．　Moreover，　their　increasing　commei’cial　profits

made　the　government　realize　the　importance　of　the　Gulf　of　Guinea．　Finally，

the　French　government　tried　to　invite　the　merchants　to　Grand－Bassam　and

Gabon．　However，　the　only　merchants　responding　to　this　invitation　were　those

of　Marseilles，　leading　to　the　establishment　of　a　naval　base　in　Gabon　to

protect　the　trade　there．　Gabon　stands　south　of　all　English　bases　on　the　Gulf

of　Guinea．　The　base　would　now　threaten　Great　Britain　although　the　French

government　had　adopted　a　humble　diplomatic　stance　to　show　deference　to

the　British　ever　since　the　defeat　in　the　Naopieanic　wars．　Their　threat　seems

to　be　surmised　from　the　process　of　negotiations　over　the　ceding　of　Gambia．

　　From　the　period　of　the　July　Monarchy　to　the　Second　Empire，　the　French

government　changed　its　stance　from　an　expansionist　policy　in　regard　to

colonial　territory　to　its　seiection　and　concentration　policy．　ln　West　Africa，

Senegal　was　judged　to　be　the　colony　that　most　enhanced　French　maritime

presence　in　the　Atlantic．　As　a　resuit，　the　French　government’s　interest　in

Gulf　of　Guinea　became　attenuated，　weakening　the　trade　protection　for　the

mercha就s　of　Marseilles．　Finally，　the　governmenでs　lack　of　concern　and　the

humble　diplomatic　stance　toward　Great　Britain　forced　the　merchants　of

Marseilles　to　withdraw　from　the　trading　houses，　particularly　in　the　lvory

Coast．

　　However，　in　reality，　the　merchants　of　Marseilles　were　supported　by　the

navy　stationed　in　Gabon　since　the　navy　recognized　the　importance　of　the

Gulf　of　Guinea　in　terms　of　naval　strategy．　Thus，　to　meet　their　demand　of

military　intervention　and　establishment　of　a　protectorate，　the　navy　made　a

protectorate　of　Porto－Novo　at　its　owR　discretion，　enabling　them　to　continue

their　tradiRg　activities．　The　navy　demonstrated　that　the　Gulf　of　Guinea　couid

contribute　to　national　wealth　through　the　profit　of　the　merchants　of

Marseilles．　Contrary　to　the　government’s　lack　of　concern，　the　navy　played　an

important　role　in　increasing　the　presence　of　France　in　Western　Africa，　and

contiRuously　threatening　Great　Britain．

　　Among　the　representative　studies　on　the　merchants　of　Marseilles，　Masson

addressed　their　contribution　to　the　colonial　expansion　in　terms　of　finding　the

Gulf　of　Guinea　as　a　new　commercial　frontier　and　advancing　there　earlier

than　the　government　interventioa　Daumalin　pointed　out　their　contribution
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too，　but　in　terms　of　their　demands　for　the　government　to　protect　trade　with

the　aiin　of　compensating　for　the　weak　terms　of　trade　of　their　own　products．

They　focused　on　the　relationship　between　the　merchants　and　the

government　to　evaluate　colonial　expansioR　chiefly　from　the　perspective　of

the　merchants．　However，　this　article　examines　the　mutual　relationships　of

three　actors，　i．e．，　the　government，　the　navy　and　the　merchants　of　Marseilles，

and　concludes　that　the　merchan£s　of　Marseiiles　contributed　ultimately　to　the

rnaintenance　of　the　Gulf　of　Guinea　as　a　French　colony　through　their　close

relationship　with　the　navy．

On　Whales　and　Domainal　Lords　in　EarJy　Modern　Times，　Employing

　　　　　the　Whaling　of　lne　in　Tango　as　a　Key　to　lnterpretation

by

AZUMA　Sachiyo

　　Studies　of　whaling　in　early－modern　Japan　have　proceeded　chiefly　from　the

viewpoint　of　economic　history　on　localities　associated　with　the　large－scale

whaling　industry．　On　the　other　hand，　small－scale　whaling　in　coastal

communities，　which　could　hardly　be　called　an　industry，　was　recognized　as　a

historical　reality，　but　little　progress　has　been　made　in　clarifying　various

aspects　of　this　reality．　IR　this　article　1　clarify　the　circumstances　of　whaling

in　small　coasねl　communities　in　order　to　conslder　the　meani簸g　of　whaliRg　for

the　class　of　domainal　lords　and　the　significance　of　whales　and　examine　the

relationship　between　these　lords　in　terms　of　whales　and　whaling．

　　The　lne　coast　in　the　Miyazu　domain　in　the　province　of　Tango　〈present－

day　lne－ch6　in　Yosa－gun，　1〈yoto　prefecture）　was　selected　as　the　geographic

object　of　this　study．　The　coastal　area　was　composed　of　three　villages，　but

Kameshima　（one　of　the　three　villages）　alone　monopolized　the　rights　of

whaling　and　distributing　of　profits　frorn　it．　Furthermore，　the　number　of

whales　that　were　cauglit　averaged　approximately　one　a　year　in　a　small－scale

operation，　but　this　type　of　whaling　brought　profits　to　1〈ameshima．　Moreover，

in　handling　the　whallng　the　Miyazu　dornain　did　not　aim　to　expand　domainal

profit　or　to　rely　on　it　finaRcially，　although　the　presence　at　the　bidding　and

the　collection　of　operating　expenses　were　fixed．　And　as　regards　operating
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